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第１章 公共施設個別施設計画の背景・目的等 

１ 計画の背景 

南牧村（以下、本村とします。）では、高度成長期以降に集中して建設された様々

な公共施設等＊1が多く存在し、それらが一斉に更新時期を迎えようとしており、今後、

維持管理コストが増大するため、厳しい財政状況が続くものと予想されます。 

一方、公共施設＊2に対する村民ニーズは、人口減少・少子高齢化の進展、ライフス

タイルの多様化などによって変わってきており、公共施設を通じた村民へのサービス

は今後とも適切に提供していく必要があります。 

また、村民の財産である公共施設は、日頃より施設管理者が適正に維持管理を行う

とともに、重大な不具合が発生する前に保全工事を行い、長く大切に利用していかな

ければなりません。 

今後、建物や設備等の老朽化に伴い改修箇所が年々増加してくることが見込まれ、

厳しい財政状況が続く中、次世代への負担をできる限り軽減し、突発的な財政負担を

抑え平準化するためにも、公共施設の現状を把握した上で、長期的視点をもって、長

寿命化＊3・更新等の公共施設の再整備を着実に実行するために方針・計画を検討する

必要があります。 

 

２ 計画の目的 

公共施設個別施設計画（以下「本計画」とします。）は、平成 28（2016）年３月に

策定しました「南牧村公共施設等総合管理計画（以下「総合管理計画」とします。）」

の目標や方針を実現するために、中長期的な視点で計画的に建物を保全するための基

本的な方向性を定めるとともに、ライフサイクルコスト＊4の縮減及び財政負担の平準

化を図ることを目的とします。 

総合管理計画に掲げる基本方針や本計画の具体の対応方針を通じて、村民や利用者

の方々に安全・安心で質の高い施設サービスを提供するとともに、持続可能な財政運

営を目指していきます。 

 
＊1 公共施設等：公共施設、公用施設その他の南牧村が所有する建築物その他の工作物をいう。 
＊2 公共施設：南牧村が保有する学校や公営住宅などの公共建築物をいう。 
＊3 長寿命化：計画的な保全（修繕や改修）を実施することにより、建物の構造的・機能的な寿命を延ば

すこと。 
＊4 ライフサイクルコスト：建物の建設・建築費だけでなく、維持管理、運営、修繕、解体までの事業全 

体にわたり必要な総費用のこと。建設費やエネルギー費、保全費、改修・更 

新費などで構成される。 
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３ 計画の位置づけ 

国において公共施設等の老朽化対策として決定された「インフラ長寿命化基本計画」

（平成 25（2013）年 11 月策定）に基づき、公共施設等の維持管理・更新等を着実に

推進するための取組方策を明らかにする「行動計画」として地方公共団体に策定を求

められており、この「行動計画」に基づき、施設ごとの具体的な対応方針を定める「個

別施設計画」を策定することとされています。 

 

◆図表 1-1 本計画の位置づけ 
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第２章 個別施設計画の対象施設、計画期間 

１ 対象施設 

本計画では公共施設等のうち公共施設（公共建築物）を対象とします。（道路、橋

梁、上下水道等のインフラ施設は対象外とします。） 

また、公共施設の対象範囲は、別途長寿命化計画を有する施設（公営住宅）は対象

外とします。 

平成 29（2017） 年 3月末時点（固定資産台帳）の村有公共施設総量は、延床面積

が 46,047.18 ㎡（120 棟）のうち、本計画で扱う対象は 41,514.59 ㎡（102 棟）であ

り、延床面積全体の約 90％にあたります。（中学校プールは別途取り扱います。） 

本計画の対象とする公共施設を表 2-1に示します。 

◆図表 2-1-1 対象施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大分類 中分類 施設名 建物名 所在地

南牧村中央公民館 公民館

南牧保健センター 集会所

海ノ口公民館 公民館 大字海ノ口1807-2

南牧村平沢公民館 公民館 大字平沢206

川平公民館 公民館 大字広瀬1163-1

広瀬公民館 公民館 大字広瀬568-5

南牧村生活改善センター 生活改善センター 大字板橋69-1

交流促進センター 交流センター 大字広瀬128-2

海尻基幹集落センター 集会所 大字海尻638-1

市場集落センター 集会所 大字海ノ口2164-12

大芝集合施設 集会所 大字海ノ口361

基幹集落センター野辺山 集会所 大字野辺山106-1

平沢転作促進施設 集会所 大字平沢208

文化施設 南牧村農村文化情報交流館 文化施設 大字野辺山412-1

社会教育系施設 博物館 南牧村美術民俗資料館 美術民俗資料館 大字野辺山79-3

社会体育館 体育館 大字野辺山120-2

運動場便所（銀河公園） 便所 大字野辺山79-3

板橋ゲートボール場 ゲートボール場 大字板橋69-5

海尻ゲートボール場 ゲートボール場 大字海尻1131-9

海ノ口ゲートボール場 ゲートボール場 大字海ノ口1776-4

野辺山ゲートボール場 ゲートボール場 大字野辺山306-30

平沢ゲートボール場 ゲートボール場 大字平沢206-3

広瀬ゲートボール場 ゲートボール場 大字広瀬126

文化系施設
集会施設

大字海ノ口1138

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系
施設

ｽﾎﾟｰﾂ施設
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◆図表 2-1-2 対象施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大分類 中分類 施設名 建物名 所在地

校舎

校舎（特別教室）

体育館

給食室（棟）

その他

プール

校舎・幼稚園舎

校舎（特別教室）1

校舎（特別教室）2

校舎

屋内プール場

体育館

渡廊下

校舎・幼稚園舎

校舎（特別教室）

給食室（棟）

体育館

屋内プール場

南牧保育園 保育所 大字海尻1131-2

野辺山保育園 保育所 大字板橋1006-4

南牧村世代交流センター

遊戯場

老人福祉センター 老人福祉施設 大字海ノ口966-3

南牧村デイサービスセンター 老人福祉施設 大字海ノ口982-7

在宅介護支援センター 老人福祉施設 大字野辺山65-30

南牧村障害者・高齢者等複合支援
施設

南牧村障害者・高齢者等複合支援
施設

大字野辺山79-20

障害福祉施設 南牧村障害者等憩の家 南牧村障害者等憩の家 大字海ノ口891-5

野辺山ヘき地診療所 診療所 大字野辺山79-3

南牧村出張診療所 診療所 大字海ノ口966-3

役場庁舎

公用車車庫

南牧村地域振興・防災複合施設 南牧村地域振興・防災複合施設 大字海ノ口966-17

板橋消防車輛格納庫兼消防詰所 板橋消防車輛格納庫兼消防詰所 大字板橋818-4

海尻消防車輛格納庫兼消防詰所 海尻消防車輛格納庫兼消防詰所 大字海尻1150-1

海ノ口消防車輛格納庫兼消防詰所 海ノ口消防車輛格納庫兼消防詰所 大字海ノ口1808-8他

市場消防車輛格納庫兼消防詰所 市場消防車輛格納庫兼消防詰所 大字海ノ口2164-12

野辺山消防車輛格納庫兼消防詰所 野辺山消防車輛格納庫兼消防詰所 大字野辺山79-11

平沢消防車輛格納庫兼消防詰所 平沢消防車輛格納庫兼消防詰所 大字平沢108

大芝消防車輛格納庫 大芝消防車輛格納庫 大字海ノ口390

南牧村消防団水防倉庫 南牧村消防団水防倉庫 大字海ノ口1144-1

川平消防車輛格納庫兼消防詰所 川平消防車輛格納庫兼消防詰所 大字広瀬1114-2

広瀬消防車輛格納庫兼消防詰所 広瀬消防車輛格納庫兼消防詰所 大字広瀬691-1

南牧北小学校 大字海ノ口804

南牧中学校

幼児・児童施設

幼稚園・保育園・こども園

南牧村世代交流センター 大字板橋1006-2

学校教育系施設 学校

南牧南小学校

大字海ノ口1183

大字板橋988-2

医療施設 医療施設

行政系施設

庁舎等 南牧村役場 大字海ノ口1051

消防施設

子育て支援施設

高齢福祉施設

保健・福祉施設
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◆図表 2-1-3 対象施設一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大分類 中分類 施設名 建物名 所在地

非常用発電機棟兼備蓄倉庫 非常用発電機棟兼備蓄倉庫 大字海ノ口1058-3

ケーブルテレビサブセンター ケーブルテレビサブセンター 大字海ノ口2237-76

管理事務所 大字板橋

水車棟 大字板橋

ステージ

便所

飯盛山平沢公衆便所 飯盛山平沢公衆便所 大字平沢208

集会所

宿直室（棟）

給食室（棟）

会議室（棟）

便所（棟）

倉庫1

倉庫2

ストックヤード ストックヤード 大字海ノ口2090-7， 8

観光案内所 事務所 大字野辺山107-5

野辺山駅前売店 売店 大字野辺山693-161

南牧村医師住宅 住宅 大字海ノ口1057-1

北小学校校長住宅 北小学校校長住宅 大字海ノ口804

教職員寮 寄宿舎・寮舎 大字海ノ口804

住宅（海ノ口） 大字海ノ口1216

住宅1

住宅2

住宅①

住宅②

住宅③

住宅④

公衆浴場、便所1

公衆便所（身障者用）

しし岩売店 売店

しし岩公衆便所 公衆便所

母子福祉会売店 売店

ＪＲ最高地点公衆便所 ＪＲ最高地点公衆便所

市場休憩舎 休憩所 大字海ノ口2164-1

平沢休憩舎 休憩舎 大字平沢12-1

公用車車庫 車庫 大字海ノ口789-1

南牧村地域振興・防災複合施設 公衆トイレ 大字海ノ口966-17

農畜産物直売所 南牧村農畜産物直売所 大字野辺山100-4

行政系施設 その他行政施設

公園

その他 その他

旧役場 大字海ノ口1050-1

教員住宅
大字板橋988-2

公衆便所 大字野辺山694-1

大字平沢10-1

大字野辺山222-1

屋外ステージ等

ふれあい公園管理棟

公園

大字野辺山79-2
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２ 計画期間 

本計画の計画期間は、上位計画である「南牧村総合計画」や「総合管理計画」など

と連動しながら、平成 31（2019）年度から平成 45（2033）年度までの 15年間を対象

期間とします。平成 45（2033）年度は、10 年間を基本的な計画期間とする「南牧村

総合計画」の第６次計画の最終年次にあたることから、本計画においても平成 45（2033）

年度を計画の目安として設定しました。 

ただし、この期間内でも人口の変化、社会経済情勢、国の補助制度などの動向によ

り、柔軟に計画を見直すこととします。 

なお、コスト試算期間は計画上のゆとりをもたせた 40年とします。 
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第３章 公共施設を取り巻く現状と課題 

１ 本村における人口の動向 

（１）人口・世帯数の推移 

国勢調査による本村の人口・世帯数の推移をみると、昭和 40 年（1965）の人口は

3,811人で、以降昭和 50年（1975）にかけて減少しましたが、その後増加に転じたも

のの、平成 7年（1995）年以降ほぼ横ばいで推移し、平成 27（2015）年には 3,408人

と、50年間で 403人、率で 10.6％減少しています。 

世帯数は、昭和 40（1965）年の 831 世帯に対し、平成 27 年は 1,036 世帯で緩やか

に増加し続けていますが、平成７（1995）年以降は、増加傾向が鈍化しています。 

また、1 世帯あたりの人員は、昭和 40（1965）年の 4.60 人から年々減少し、平成

27年には 3.30人となっており、小世帯化が進行しています。 

◆図表 3-1 人口・世帯数の推移 

 

 

  

Ｓ40年 Ｓ45年 Ｓ50年 Ｓ55年 Ｓ60年 Ｈ2年 Ｈ7年 Ｈ12年 Ｈ17年 Ｈ22年 Ｈ27年

人口 (人） 3,811 3,604 3,413 3,435 3,468 3,582 3,537 3,540 3,494 3,528 3,408

世帯数 （世帯） 831 829 827 852 902 964 986 989 993 1,005 1,036
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（２）地域別人口の推移 

国勢調査による平成 7（1995）年から 20年間の地域別の人口をみると、調査年度に

より増減があるものの、大字海尻、大字海ノ口、大字広瀬、大字平沢は減少傾向、大

字板橋、大字野辺山は増加傾向にとなっています。 

また、外国人を除いた人口をみると、大字野辺山以外が減少しています。大字野辺

山は、平成 12（2000）年以降減少傾向にありますが、20年間では 1.4％の増加で、比

較的減少率が高いのは、大字広瀬の 32.6％、大字海尻の 28.3％となっています。 

 

◆図表 3-2-1 地域別人口の推移（全人口） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-2-2 地域別人口の推移（外国人を除いた人口） 
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（３）将来人口 

「南牧村まち・ひと・しごと創生 人口ビジョン」（以下「南牧村人口ビジョン」

とします。）の将来推計人口（住民基本台帳から外国人実習生を除いた定住人口を抽

出した推計値）は、平成 52 年（2040 年）の総人口が 2,237 人で、平成 22 年（2010

年）に対し 1,039人（31.7％）減少することが予想されています。 

同じく、平成 22 年（2010 年）から平成 52 年（2040 年）の年齢階層別人口の推移

をみると、老年人口を除く各年齢層で減少する結果となっており、年少人口(0～14歳)

は 266 人（58.2％）、生産年齢人口(15～64 歳)は 818 人（43.4％）減少し、老年人口

（65 歳以上）は平成 42年以降、減少に転じるものの 45人（4.8％）増加することが

見込まれています。 

人口構成比では、年少人口、生産年齢人口はますます減少し、平成 52 年の割合は

それぞれ 8.5％、47.6％で、老年人口については、生産年齢人口に近接した値となり、

構成比では 43.9％となっています。 

また、老年人口と生産年齢人口の比率は、平成 52 年で 1：1.1 と予測され、1 人の

高齢者を 1.1人で支えることになります。 

なお、「南牧村人口ビジョン」の将来展望人口（図表 3-5）では、平成 52 年（2040

年）の総人口は 2,403人と推計しています。 

◆図表 3-3 年齢階層別人口の推計 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-4 年齢階層別人口の推計 
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※住民基本台帳から外国人実習生を除いた定住人口の推計値 ※数字の単位未満は、四捨五入のため総数と内容の計が一致しない場合があります。

年齢階層 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年
H22～H42
年の人口
増  減  率

H22～H52
年の人口
増  減  率

総数（人） 3,276 3,100 2,925 2,750 2,584 2,415 2,237 -21.1% -31.7%

 年少人口（0～14歳） 457 391 325 267 239 216 191 -47.7% -58.2%

 生産年齢 人口（15～64歳） 1,883 1,741 1,587 1,451 1,295 1,182 1,065 -31.2% -43.4%

 老年人口（65歳以上） 936 968 1,013 1,032 1,050 1,018 981 12.2% 4.8%

 比率(高齢者：生産年齢) 1:2 1:1.8 1:1.6 1:1.4 1:1.2 1:1.2 1:1.1 -98.4% -98.4%

年齢階層：構成比 平成22年 平成27年 平成32年 平成37年 平成42年 平成47年 平成52年 増  減  率 増  減  率

 年少人口（0～14歳） 13.9% 12.6% 11.1% 9.7% 9.2% 8.9% 8.5% -33.7% -38.8%

 生産年齢 人口（15～64歳） 57.5% 56.2% 54.3% 52.8% 50.1% 48.9% 47.6% -12.8% -17.2%

 老年人口（65歳以上） 28.6% 31.2% 34.6% 37.5% 40.6% 42.1% 43.9% 42.2% 53.5%



10 

◆図表 3-5 将来展望人口（現状推移パターンとの比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「南牧村人口ビジョン」抜粋 

南牧村の第５次南牧村総合計画や南牧村人口ビジョン・総合戦略を推進して対策 

を講じ、その効果が十分に実現すれば、若い世代の結婚が促進され、出産・子育ての

希望が実現し、出生率が 2025 （平成 37 ）年に「1.84」まで上昇するものと考えて

います。また、社会増減は当面は減少が続くとしても、積極的な移住や定住促進施策

により、2030（平成 42 ）年以降 、移動が均衡すると想定しています。これらによ

り、緩やかな人口減少と年齢構成のバランスの維持を確保することができ、2060（平

成 72）年の高齢化率も 35.8％に抑えることができると見込んでいます。 
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２ 児童生徒数・学級数の推移 

本村の児童生徒数は、図表 3-6 の示すとおり年により増減があるものの、将来推計

においても減少傾向が継続するとされています。 

 

◆図表 3-6 児童生徒数・学級数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料：長野県教育要覧 学校統計  

将来推計は、H29 年度南牧村小中学校建設検討委員会資料より 
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３ 施設の保有状況 

（１）施設類型別の延床面積 

本計画対象の公共施設の延床面積総量は、41,514.59 ㎡（中学校プールは別途取り

扱います）、棟数は 102棟です。 

内訳は、学校教育系施設が 35.9％と最も多く、次いで文化系施設（集会施設 15.9％、

文化施設 5.2％）の 21.2％、スポーツ・レクリエーション系施設の 11.6％の順となっ

ており、この３分類で全体の約７割を占めています。 

築年数（図表 3-8）をみると、築年数が 30年以上の建物の延床面積が 20,999.25㎡

で、全面積の 50.6％を占めています。築年数 30 年以上の建物のうち、学校教育系施

設のものが最も多く 12,452.59㎡で、築年数 30年以上の 59.3％を占めており、今後、

学校教育系施設の大規模改修や建替えが見込まれます。 

村民一人当たり（平成 27 年国勢調査（日本人）使用）の延床面積は、12.2 ㎡とな

っています。 

◆図表 3-7 施設類型別の延床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

大分類 中分類 建物数 延床面積 構成比

集会施設 13 6,614.10 15.9%

文化施設 1 2,170.00 5.2%

社会教育系施設 博物館等 1 848.30 2.0%

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 ｽﾎﾟｰﾂ施設 8 4,834.63 11.6%

学校教育系施設 学校 17 14,903.17 35.9%

幼稚園・保育園・こども園 2 1,510.50 3.6%

幼児・児童施設 2 431.83 1.0%

高齢福祉施設 4 2,973.49 7.2%

障害福祉施設 1 276.07 0.7%

医療施設 医療施設 2 638.50 1.5%

庁舎等 2 1,363.39 3.3%

消防施設 11 1,072.96 2.6%

その他行政施設 2 68.46 0.2%

公園 公園 4 439.70 1.1%

その他 その他 32 3,369.49 8.1%

102 41,514.59 100.0%

行政系施設

合計

文化系施設

子育て支援施設

保健・福祉施設

※数字の単位未満は、四捨五入のため総数と内容の計が一致しない場合があります。 
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◆図表 3-8 築年数別の延床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-9 施設類型別の築年数別延床面積 
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（２）地域別の延床面積 

地域別に延床面積を見ると、大字海ノ口が最も多く 18,651.46 ㎡となっています。

大字海ノ口には、中央公民館、南牧中学校、南牧北小学校、南牧村役場など広域系施

設があるためです。 

各地域の一人当たり（平成 27 年国勢調査（日本人）使用）延床面積は、大字海尻

4.8 ㎡、大字海ノ口 26.3 ㎡、大字広瀬 5.2 ㎡、大字板橋 21.5 ㎡、大字平沢 7.0 ㎡、

大字野辺山 10.4 ㎡となっており、学校教育系施設がある大字海ノ口と大字板橋が平

均の 13.9㎡より大きい数値となっています。 

集会施設、スポーツ施設、消防施設は、各地域に整備されており、３施設の一人当

たり延床面積の平均は 4.2㎡であり、平均を上回っている地域は、大字平沢（6.1㎡）、

大字広瀬（5.2㎡）、大字海ノ口（5.0㎡）となっています。 

 

◆図表 3-10 地域別の施設類型別延床面積 

 

 

 

 

 

 

  

単位：㎡

大分類 中分類 大字海尻 大字海ノ口 大字広瀬 大字板橋 大字平沢 大字野辺山 総計

集会施設 618.18 2,571.54 916.42 453.51 1,159.45 895.00 6,614.10

文化施設 2,170.00 2,170.00

社会教育系施設 博物館等 848.30 848.30

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ系施設

ｽﾎﾟｰﾂ施設 528.57 517.50 516.30 573.00 527.26 2,172.00 4,834.63

学校教育系施設 学校 9,640.91 5,262.26 14,903.17

幼稚園・保育
園・こども園

738.00 772.50 1,510.50

幼児・児童施設 431.83 431.83

高齢福祉施設 1,552.00 1,421.49 2,973.49

障害福祉施設 276.07 276.07

医療施設 医療施設 398.50 240.00 638.50

庁舎等 1,363.39 1,363.39

消防施設 154.74 435.54 180.00 101.80 87.48 113.40 1,072.96

その他行政施設 68.46 68.46

公園 公園 66.00 373.70 439.70

その他 その他 1,827.55 597.98 258.65 685.31 3,369.49

2,039.49 18,651.46 1,612.72 8,258.88 2,032.84 8,919.20 41,514.59
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4.8㎡ 26.3㎡ 5.2㎡ 21.5㎡ 7.0㎡ 10.4㎡ 13.9㎡
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集会施設・ｽﾎﾟｰﾂ施設・消防施設
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◆図表 3-11 地域別の施設類型別延床面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-12 地域別の築年数別延床面積 
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（３）築年別整備状況 

 建築年次別の整備状況は下図に示すとおりで、新耐震基準により建築された建物は、

延床面積で全体の 74％（棟数では全体の 81％）で、残りの延床面積 26％（棟数では全

体の 19％）が昭和 56年以前の旧耐震基準により建築された建物です。このうち役場庁

舎、中央公民館、南牧中学校校舎・体育館、小中学校校舎をはじめ主要な建物の耐震

化が実施済となっています。耐震化未実施の建物は、全体の約 9％となっています。 

 築年数では、築後 20年以上の建物が全体の 84％あり、大規模改修など老朽化への対

応、耐震性など安全性を高める改修工事など、建物の適切な修繕や改修が必要になっ

てきます。 

◆図表 3-13 築年別整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「築年別整備状況」は、中学校プール（屋外）を除いて集計しています。 
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◆図表 3-14 公共施設配置図 
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幼稚園・保育園・こども園

集会施設

文化施設

博物館

スポーツ施設

学校

その他施設

障害福祉施設

公園

幼児・児童施設

高齢福祉施設

医療施設

庁舎等

消防施設・その他行政施設

海ノ口

海尻

野辺山
広瀬

板橋

平沢
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368,341

342,422

438,463

250,612

165,062

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

500,000

平成25年度

（2013）

平成26年度

（2014）

平成27年度

（2015）

平成28年度

（2016）

平成29年度

（2017）

施設整備費

その他

施設整備費

維持修繕費

光熱水費

委託費

千円

４ 施設関連経費の推移 

平成 25～29 年度の 5 年間の公共施設（公営住宅を除く）の施設関連経費は約 165

百万～438百万円で、年平均では約 313百万円となります。なお、平成 25～27年度の

施設整備費が多いのは、平成 25 年度に南牧村世代交流センターの改修、役場庁舎の

非常用電源装置設置、平成 26年度に海尻基幹集落センターの改築、平成 27年度に南

牧村農畜産物直売所の新築が主な要因となっています。 

 

◆図表 3-15 施設関連経費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 3-16 施設関連経費の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単位：千円

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 ５年平均

施設整備費 240,432 221,348 320,990 117,139 68,378 193,657

その他施設
整備費

10,856 79 192 2,160 4,455 3,548

維持修繕費 17,047 17,724 16,944 18,702 14,712 17,026

光熱水費、
委託費

100,005 103,271 100,336 112,611 77,518 98,748

施設関連
経費合計

368,341 342,422 438,463 250,612 165,062 312,980
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

4.3億円/年

10年間

3.3億円/年

10年間

2.1億円/年

40年間の総額

169億円

7.1億円/年

対象建物 4.2万㎡102棟

40年間の平均

4.2億円/年

1.4倍

過去の

施設関連経費
3.1億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

５ 今後の維持・更新コスト（従来型） 

公共施設において、従来どおり建設後 40 年前後で建替えを行った場合、今後 40 年

間のコストは 169 億円（4.2 億円/年）かかると試算されます。これは、直近５年間の

投資的経費 3.1億円/年の 1.4倍になります。大規模改修や耐震補強を実施したとはい

え、築後 30 年を越している建物も延床面積で 58％以上あるため、今後 20 年の間で長

寿命化改修や建替えが必要となり対応策を検討する必要があります。 

◆図表 3-17 今後の維持・更新コスト（従来型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト算出条件（従来型） 

物価変動率、落札率は考慮しない。 

基 準 年 度：2018 年（試算期間：基準年の翌年度から 40 年間） 

改 築：更新周期 40 年、工事期間 2 年、実施年数より古い建物の改修を 10 年以内 

に実施 

改 築 単 価：320,000 円／㎡（南牧村実績単価「施設類型別更新単価」の平均） 

大規模改造：実施年数 20 年周期、工事期間 1 年 

プ ー ル：更新周期 30 年、大規模改修 15 年 「その他の施設関連費」に計上 

      大規模改修費用は改築の 25%に設定 
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第４章 公共施設の実態調査 

１ 構造躯体の健全性の把握 

長寿命化計画策定段階においては、今後の維持・更新コストの試算における区分を

「試算上の区分」として設定しています。構造や耐震基準、履歴調査、現地調査等の

結果を基に、長寿命化改修に適さない可能性のある建物を簡易に選別しています。 

工事実施段階においては、躯体の詳細な調査結果(ｺﾝｸﾘｰﾄ圧縮強度等)、及び施設の

重要性や利用状況等の観点から総合的に検討した上で「長寿命化」または「改築」を

最終的に判断していくことになります。 

 

◆図表 4-1 試算上の区分 

構造 耐震基準 耐震補強等 試算上の区分 備考 

ＲＣ 

ＳＲＣ 

Ｓ 

新 － 長寿命  

旧 
済み 長寿命 ※１ 

未 要調査、改築 耐震補強又は使用不可 

ＣＢ 

新 － 要調査、改築  

旧 
済み 長寿命  

未 要調査、改築 耐震補強又は使用不可 

Ｗ 

新 － 

改築 
 

旧 －  

※1 RC造の場合は、コンクリート圧縮強度 13.5N/㎟以下のもの、S造の場合は、おおむ

ね 40 年以上で腐食や劣化の進行が著しいもの、またはこれらの状況が不明な場合

は「要調査」となる。 

 

■構造 

ＲＣ：鉄筋コンクリート造 

ＳＲＣ：鉄骨鉄筋コンクリート造 

Ｓ：鉄骨造 

ＣＢ：コンクリートブロック造 

Ｗ：木造（軽量鉄骨造、小規模建物等含む） 

■耐震基準 

新耐震基準：1981（昭和 56）年 6 月 1 日以降の建築確認において適用されてい

る基準をいう。 

旧耐震基準：その前日まで適用されていた基準をいう。 
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２ 劣化状況調査 

（１）調査方法 

劣化状況の現地調査は、まず基本情報の整理、修繕履歴調査を行ったうえで、現地

において各施設の部位ごとに専門家（一級建築士）の目視による点検を行い、調査結

果を現地調査記録表に記録するとともに、現況写真を撮影しました。 

◆図表 4-2 現地調査記録表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度）

㎡ 地上 1 階 地下 階

1 □ □

□ □

□ □

■ □

□ □

□ （ ） □

□

2 □ □

□ □

□ □

■ □

□ （ ） □

■ □

□ □

□ □

□

3 □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

４ □

□

□

□

５ □

□

□

□

特記事項（改修工事内容や12条点検、消防点検など、各種点検等による指摘事項が有れば、該当部位と指摘内容を記載）

屋根材:
劣化･錆

D

調査日 平成29年12月4日

建物名 集会所 記入者 ○○　○○

1981

特記事項 評価
年度 工事内容 箇所数

延床面積 308 階数

部位
仕様

（該当する項目にチェック）

工事履歴（部位の更新） 劣化状況
（複数回答可）

棟番号

Ｈ29以降

建築年度

通し番号 13

施設名 平沢転作促進施設 学校番号

昭和56 年度（

構造種別 W

基礎:
一部破損・
ひび割れ･
鉄筋露出・

汚れ
基礎:

一部ひび割れ
外部床ﾀｲﾙ:

破損

H24 外壁改修工事

H28 外壁修繕

タイル張り、石張り

金属系パネル

コンクリート系パネル（ＡＬＣ等）

その他の外壁

障害児等対策

防犯対策

評価

指摘事項：天井 漏水痕

B

C

指摘事項：電気盤 部分的な錆

屋根

屋上

外壁 塗仕上げ

現況劣化度

44

指摘事項：換気扇フード 部分的な錆

B
給水管漏水修繕排水配管改修

消防設備の点検

その他、機械設備改修工事

B

アルミ製サッシ

鋼製サッシ

断熱サッシ、省エネガラス

降雨時に雨漏りがある

天井等に雨漏り痕がある

防水層に膨れ・破れ等がある

屋根葺材に錆・損傷がある

笠木・立上り等に損傷がある

樋やﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝを目視点検できない

既存点検等で指摘がある

鉄筋が見えているところがある

外壁から漏水がある

塗装の剥がれ

タイルや石が剥がれている

大きな亀裂がある

窓・ドアの廻りで漏水がある

窓・ドアに錆・腐食・変形がある

外部手すり等の錆・腐朽

アスファルト保護防水

アスファルト露出防水

シート防水、塗膜防水

勾配屋根（長尺金属板、折板）

勾配屋根（スレート、瓦類）

その他の屋根

既存点検等で指摘がある

内部仕上

（床・壁・天井）

（内部建具）

（間仕切等）

（照明器具）

（エアコン）等

老朽改修

エコ改修

トイレ改修

法令適合

校内ＬＡＮ

空調設置

部位 修繕・点検項目 改修・点検年度 特記事項（改修内容及び点検等による指摘事項）

構造体の耐震対策

非構造部材の耐震対策

その他、内部改修工事

電気設備 分電盤改修

配線等の敷設工事

昇降設備保守点検

その他、電気設備改修工事

機械設備 給水配管改修

100点
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◆図表 4-3 現況写真 
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（２）劣化状況の評価方法 

建物の劣化状況の調査結果を分析・評価し、長寿命化に必要なコストと保全の優先 

順位を設定するため、以下のように評価を行い、総合劣化度を算出しました。 

①評価基準 

下表のとおり評価基準をＡ～Ｄの 4段階としました。 

評価 劣化状況の評価基準 評価点 

Ａ評価 概ね良好 10 点 

Ｂ評価 
局所、部分的に劣化が見られるが、安全上、機能上、
問題なし 

40 点 

Ｃ評価 
随所、広範囲に劣化が見られ、安全上、機能上、低下
の兆しが見られる 

70 点 

Ｄ評価 
随所、広範囲に著しい劣化が見られ、安全上、機能上、
問題があり、早急に対応する必要がある 

100点 

    

②部位の重要度係数 

    部位により建築物の安全性もしくは機能性に及ぼす影響が異なることから、財団法

人建築保全センター発行の「ライフサイクルコストデータベース（H17 版）」の分

類を参考とし、部位の重要度係数を以下の 3段階で定めました。 

部位の重要度の判断基準 重要度係数 

大 特に安全性に関わる部位（躯体、屋上、外壁） 1.00 

中 計画保全が望ましい部位（外部開口部、電気、機械） 0.50 

小 事後保全で良い部位（内部、給排水、その他外部ほか） 0.25 

    

③現況劣化度 

総和（各部の劣化状況評価点×部位の重要度係数） 
現況劣化度 ＝  

               評価の対象部位数 
 

④総合劣化度 

総合劣化度 ＝ 現況劣化度 ＋ 築年数 

※但し、当該建物に大規模改修履歴がある場合は、15点減じています。 

 点数が大きいほど、建物の劣化が進んでいることになります。 

  

⑤現況劣化度の推測方法 

劣化状況調査を実施しない建物については、構造別の耐用年数においてＤ評価に

なると仮定し、築年数により劣化度を推測して、現況劣化度、総合劣化度を算出

しました。推測した総合劣化度は、（ ）書きで表示しています。 

 



24 

３ 劣化状況の現地調査結果 

公共施設の劣化状況調査の結果を基に分析・評価を行った結果は、図表 4-4 建物状

況一覧表のとおりです。 

早急に対応する必要があると判定された施設は、平沢転作促進施設の「屋根・屋上」

と旧役場（集会所）の「屋根・屋上」がＤ評価となりました。 

◆図表 4-4-1 建物状況一覧表 

基準 2017

1
南牧村中央公
民館

公民館 RC 2 1,225 1980 S55 37 旧 済 済 改築 B B B B A 23 45 済み

2
南牧保健セン
ター

集会所 RC 2 502 1980 S55 37 旧 済 済 改築 B B B B A 23 45 済み

3 海ノ口公民館 公民館 W 1 417 1989 H元 28 新 改築 A B - A B 19 47

4
南牧村平沢公
民館

公民館 W 2 851 1999 H11 18 新 改築 A B - B B 23 41

5 川平公民館 公民館 S 2 207 1983 S58 34 新 長寿命 C B - B B 38 72

6 広瀬公民館 公民館 S 2 185 1982 S57 35 新 長寿命 B C - B C 41 76

7
南牧村生活改
善センター

生活改善セ
ンター W 1 454 1991 H3 26 新 改築 A B - B B 23 49

8
交流促進セン
ター

交流センター W 1 525 1994 H6 23 新 改築 A A - A A 8 31

9
海尻基幹集落
センター

集会所 W 1 618 2014 H26 3 新 改築 A A A A A 7 10

10
市場集落セン
ター

集会所 W 1 300 1986 S61 31 新 改築 A B - B C 26 57

11 大芝集合施設 集会所 W 1 128 1984 S59 33 新 改築 A B - A A 15 48

12
基幹集落セン
ター野辺山

集会所 RC 1 895 1988 S63 29 新 長寿命 C C - B A 41 70

13
平沢転作促進
施設

集会所 W 1 308 1981 S56 36 旧 改築 D C B B B 44 80

14
飯盛山平沢公
衆便所

飯盛山平沢

公衆便所
W 1 30 2008 H20 9 新 改築 - - - - - - (35)

15
南牧村農村文
化情報交流館

文化施設 S 2 2,170 1996 H8 21 新 長寿命 C C B B B 38 59

16
南牧村美術民
俗資料館

美術民俗資

料館
RC 1 848 1986 S61 31 新 長寿命 C C B B B 38 69

17
野辺山ヘき地
診療所

診療所 CB 1 240 1983 S58 34 新 改築 C B C B B 34 68

19 社会体育館 体育館 S 1 1,525 1980 S55 37 旧 済 済 長寿命 C C - B C 49 71 H21

20
運動場便所（銀
河公園）

便所 CB 1 76 1991 H3 26 新 改築 B C - - - 55 81

21
板橋ゲートボー
ル場

ゲートボー

ル場 S 1 573 1989 H元 28 新 改築 C C C B B 40 68

22
海尻ゲートボー
ル場

ゲートボー

ル場 S 1 529 1988 S63 29 新 改築 B B B B B 26 55

23
海ノ口ゲート
ボール場

ゲートボー

ル場 S 1 518 1989 H元 28 新 改築 B B C B B 28 56

24
野辺山ゲート
ボール場

ゲートボー

ル場 S 1 571 1990 H2 27 新 改築 B B B B B 26 53

25
平沢ゲートボー
ル場

ゲートボー

ル場 S 1 527 1990 H2 27 新 改築 B C B B B 32 59

26
広瀬ゲートボー
ル場

ゲートボー

ル場 S 1 516 1988 S63 29 新 改築 B B B B B 26 55

試算上
の区分

西暦 和暦 基準

現
況
劣
化
度

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

建築年度

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

外
壁診断 補強

調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

通
し
番
号

施設名 建物名

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

構造 階数
延床
面積
（㎡）

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。 
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◆図表 4-4-2 建物状況一覧表 

 

 

 

 

  

基準 2017

27 南牧中学校 校舎 RC 2 1,170 1978 S53 39 旧 済 済 長寿命 B B B B B 26 50 H7

28 南牧中学校
校舎（特別教

室）
RC 2 1,238 1977 S52 40 旧 済 済 長寿命 B B B B B 26 51 H7

29 南牧中学校 体育館 RC 2 953 1979 S54 38 旧 済 済 長寿命 B B B B B 26 49 H7

30 南牧中学校 給食室（棟） RC 1 933 1979 S54 38 旧 済 済 長寿命 B B B B B 26 49 H7

31 南牧中学校 管理棟 RC 2 994 1978 S53 39 旧 済 済 長寿命 B C C B B 34 58 H7

南牧中学校 プール S 762 1979 S54 38 長寿命 - - - - - - (85)

32 南牧南小学校
校舎・幼稚園

舎 RC 1 865 1984 S59 33 新 長寿命 C B B B C 35 53 H18

33 南牧南小学校
校舎（特別教

室）1 RC 2 1,333 1984 S59 33 新 長寿命 C B B B B 32 65

34 南牧南小学校
校舎（特別教

室）2 S 1 136 1997 H9 20 新 長寿命 B B B A A 20 40

35 南牧南小学校 校舎 RC 2 398 2007 H19 10 新 長寿命 B B B B B 26 36

36 南牧南小学校
屋内プール

場
RC 1 1,259 1985 S60 32 新 長寿命 B B B B C 29 46 H18

37 南牧南小学校 体育館 RC 1 910 2006 H18 11 新 長寿命 B B A A A 19 15 H18

38 南牧南小学校 渡廊下 RC 1 361 1985 S60 32 新 長寿命 B B B B - 28 60

39 南牧北小学校
校舎・幼稚園

舎 RC 3 2,058 1982 S57 35 新 長寿命 C B B B B 32 67

40 南牧北小学校
校舎（特別教

室） S 2 189 1998 H10 19 新 長寿命 B B A A B 22 41

41 南牧北小学校 給食室（棟） RC 1 282 1982 S57 35 新 長寿命 C B B B B 32 67

42 南牧北小学校 体育館 RC 2 1,006 1983 S58 34 新 長寿命 C C B B B 38 72

43 南牧北小学校
屋内プール

場 RC 1 818 1991 H3 26 新 長寿命 C B B B B 32 58

44 南牧保育園 保育所 W 1 738 1997 H9 20 新 改築 B B B B B 26 46

45 野辺山保育園 保育所 W 1 773 2000 H12 17 新 改築 B B B B B 26 43

46
南牧村世代交
流センター

南牧村世代交

流センター W 1 144 2001 H13 16 新 改築 B B A A B 22 23 H25

47
南牧村世代交
流センター

遊戯場 S 1 288 2013 H25 4 新 長寿命 A B A A A 13 2 H25

48
老人福祉セン
ター

老人福祉施

設 RC 2 799 1988 S63 29 新 長寿命 B B B B B 26 55

49
南牧村デイサービ
スセンター

老人福祉施

設 RC 2 753 1992 H4 25 新 長寿命 B B B B B 26 51

50
在宅介護支援
センター

老人福祉施

設 RC 1 931 1998 H10 19 新 長寿命 B B B B B 26 45

51
南牧村障害者・高齢

者等複合支援施設

南牧村障害者・

高齢者等複合支

援施設
W 1 491 2010 H22 7 新 改築 B B A A B 22 29

52
南牧村障害者
等憩の家

南牧村障害

者等憩の家 W 1 276 2010 H22 7 新 改築 A A A A B 10 17

53
南牧村出張診
療所

診療所 RC 1 399 1988 S63 29 新 長寿命 B B B B B 26 55

54 南牧村役場 役場庁舎 RC 3 1,307 1970 S45 47 旧 済 済 H20 21.4 長寿命 B B B B B 26 58 H21

55 南牧村役場 公用車車庫 S 1 56 1995 H7 22 新 長寿命 - - - - - - (48)

56
非常用発電機
棟兼備蓄倉庫

非常用発電機

棟兼備蓄倉庫 RC 1 40 2013 H25 4 新 長寿命 - - - - - - (11)

57
ケーブルテレビサ
ブセンター

ケーブルテレ

ビサブセン

ター

その他 1 28 2013 H25 4 新 長寿命 - - - - - - (11)

58
南牧村地域振興・

防災複合施設

南牧村地域振

興・防災複合

施設
S 2 185 2012 H24 5 新 長寿命 - - - - - - (31)

西暦 和暦 基準 診断

現
況
劣
化
度

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

延床
面積
（㎡）

建築年度

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

補強
調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

試算上
の区分

通
し
番
号

施設名 建物名

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

構造 階数

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。 
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◆図表 4-4-3 建物状況一覧表 

 

 

  

基準 2017

59 旧役場 集会所 W 2 211 1949 S24 68 旧 改築 D C - B C 56 124

60 旧役場 宿直室（棟） W 1 26 1949 S24 68 旧 改築 - - - - - - (133)

61 旧役場 給食室（棟） W 1 19 1949 S24 68 旧 改築 - - - - - - (133)

62 旧役場 会議室（棟） W 1 132 1949 S24 68 旧 改築 - - - - - - (133)

63 旧役場 便所（棟） W 1 13 1949 S24 68 旧 改築 - - - - - - (133)

64 旧役場 倉庫1 RC 1 39 1949 S24 68 旧 要調査 - - - - - - (133)

65 旧役場 倉庫2 RC 1 39 1949 S24 68 旧 要調査 - - - - - - (133)

66
ふれあい公園
管理棟

管理事務所 W 1 59 2004 H16 13 新 改築 - - - - - - (39)

67
ふれあい公園
水車棟

水車棟 W 1 7 2004 H16 13 新 改築 - - - - - - (39)

68
屋外ステージ等
（ステージ）

ステージ W 1 298 1992 H4 25 新 改築 B B - C B 34 59

69
屋外ステージ
等（便所）

便所 CB 1 76 1991 H3 26 新 改築 - - - - - - (52)

70 ストックヤード
ストックヤー

ド
S 1 198 2000 H12 17 新 長寿命 B B - B - 33 50

71 観光案内所 事務所 W 1 55 1992 H4 25 新 改築 - - - - - - (51)

72
野辺山駅前売
店

売店 W 1 75 2005 H17 12 新 改築 - - - - - - (38)

73
南牧村医師住
宅

住宅 W 1 161 1990 H2 27 新 改築 B B - B B 30 57

74
北小学校校長
住宅

北小学校校

長住宅
W 1 120 1993 H5 24 新 改築 B B - B B 30 54

75 教職員寮 寄宿舎・寮舎 RC 2 591 1987 S62 30 新 長寿命 C B B B B 32 62

76 教員住宅
住宅（海ノ

口） W 1 120 1983 S58 34 新 改築 B B - B B 30 64

77 教員住宅 住宅1 W 1 120 1981 S56 36 新 改築 C B - B B 38 74

78 教員住宅 住宅2 W 1 58 1977 S52 40 旧 改築 B B - B B 30 70

79 教員住宅 住宅① W 1 120 1984 S59 33 新 改築 C B - B B 38 71

80 教員住宅 住宅② W 1 120 1984 S59 33 新 改築 C B - B B 38 71

81 教員住宅 住宅③ W 1 120 1989 H元 28 新 改築 B B - B B 30 58

82 教員住宅 住宅④ W 1 60 1984 S59 33 新 改築 C B - B B 38 71

83 公衆便所
公衆浴場、

便所1 RC 1 44 1987 S62 30 新 長寿命 B B B B B 26 56

84 公衆便所
公衆便所（身

障者用） RC 1 15 2008 H20 9 新 長寿命 B A B B B 20 29

85 しし岩売店 売店 W 1 33 2005 H17 12 新 改築 - - - - - - (38)

86 しし岩公衆便所 公衆便所 RC 1 114 2005 H17 12 新 長寿命 B B - A A 23 35

87
母子福祉会売
店

売店 W 1 46 2003 H15 14 新 改築 B B - B B 30 44

88
ＪＲ最高地点公
衆便所

ＪＲ最高地点

公衆便所 RC 1 93 2009 H21 8 新 長寿命 A B - A A 15 23

89 市場休憩舎 休憩所 W 1 76 1997 H9 20 新 改築 B B - B B 30 50

90 平沢休憩舎 休憩舎 W 1 81 1997 H9 20 新 改築 B B - B B 30 50

91 公用車車庫 車庫 S 1 62 1999 H11 18 新 長寿命 - - - - - - (44)

試算上
の区分

西暦 和暦 基準

現
況
劣
化
度

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

建築年度

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

外
壁診断 補強

調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

通
し
番
号

施設名 建物名

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

構造 階数
延床
面積
（㎡）

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。 
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◆図表 4-4-4 建物状況一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準 2017

92
南牧村地域振興・
防災複合施設

公衆トイレ W 1 22 2012 H24 5 新 改築 A A B A A 8 13

93
農畜産物直売
所

南牧村農畜
産物直売所 W 1 358 2016 H28 1 新 改築 A B A A A 13 14

板橋消防車輛格納

庫兼消防詰所

板橋消防車輛

格納庫兼消防

詰所
RC 2 102 1993 H5 24 新 改築 - - - - - - (50)

海尻消防車輛格納

庫兼消防詰所

海尻消防車輛

格納庫兼消防

詰所
RC 2 155 2007 H19 10 新 長寿命 - - - - - - (36)

海ノ口消防車輛格

納庫兼消防詰所

海ノ口消防車

輛格納庫兼消

防詰所
RC 2 60 1989 H元 28 新 長寿命 - - - - - - (54)

市場消防車輛格納
庫兼消防詰所

市場消防車輛

格納庫兼消防

詰所
S 2 90 2013 H25 4 新 長寿命 - - - - - - (11)

野辺山消防車輛格
納庫兼消防詰所

野辺山消防車

輛格納庫兼消

防詰所
RC 2 113 1991 H3 26 新 長寿命 - - - - - - (52)

平沢消防車輛格納

庫兼消防詰所

平沢消防車輛

格納庫兼消防

詰所
RC 2 87 1989 H元 28 新 改築 - - - - - - (54)

大芝消防車輛格納

庫

大芝消防車輛

格納庫 S 1 40 2011 H23 6 新 長寿命 - - - - - - (32)

南牧村消防団水防

倉庫

南牧村消防団

水防倉庫 S 1 60 1982 S57 35 新 改築 - - - - - - (81)

川平消防車輛格納
庫兼消防詰所

川平消防車輛

格納庫兼消防

詰所
S 2 90 2016 H28 1 新 長寿命 - - - - - - (8)

広瀬消防車輛格納
庫兼消防詰所

広瀬消防車輛

格納庫兼消防

詰所
RC 2 90 1989 H元 28 新 長寿命 - - - - - - (54)

西暦 和暦 基準 診断

現
況
劣
化
度

外
壁

内
部
仕
上

電
気
設
備

機
械
設
備

延床
面積
（㎡）

建築年度

築年
数

耐震安全性 長寿命化判定

屋
根
・
屋
上

補強
調査
年度

圧縮強
度（N/

㎟）

試算上
の区分

通
し
番
号

施設名 建物名

建物基本情報 構造躯体の健全性 劣化状況評価

総
合
劣
化
度

大
規
模
改
修
年
度
等

構造 階数

：築30年以上：築50年以上
Ａ ：概ね良好

Ｂ ：部分的に劣化
Ｃ ：広範囲に劣化

Ｄ ：早急に対応する必要がある

表中の「-」は、調査に該当しない項目及び目視だけでは現地調査が実施できなかった箇所を示す。 
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４ 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 

今後公共施設の建替えによる費用集中を避け、将来の費用を縮減していくため、長

寿命化により 80年に建物を長寿命化した場合、今後 40 年間の維持・更新コストは総

額約 131 億円（3.3 億円/年）となり、従来の建替え中心の場合（図表 3-17）の 169

億円（4.2億円/年）より総額 38億円（0.9億円/年）、約 22％の縮減となります。 

しかし、直近５年間の施設関連経費 3.1億円/年とほぼ同額のコストがかかるため、

長寿命化だけでは今後の厳しい財政状況に対応できない状況です。 

このため、将来の人口の減少等を考慮した公共施設の適正配置について検討します。 

◆図表 4-5 今後の維持・更新コスト（長寿命化型） 
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

3.9億円/年

10年間

2.6億円/年

10年間

2.4億円/年4.2億円/年

対象建物 102棟 4.2万㎡

40年間の総額

131億円

40年間の平均

3.3億円/年

1倍

過去の

施設関連経費
3.1億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

従 来 型

長寿命化型

直近５年

の実績

コスト試算条件（長寿命型） 

基 準 年 度：2018年（試算期間：基準年の翌年度から 40 年間） 

改 築：更新周期＜改築、要調査 40 年＞ ＜長寿命 80年＞ 

工事期間 2年、実施年数より古い建物の改修を 10年以内に実施 

大規模改造：実施年数 20年周期 

（但し、改築、長寿命化改修の前後 10 年間に重なる場合は実施しない） 

部 位 修 繕：Ｄ評価は今後 5年以内に、Ｃ評価は今後 10 年以内に部位修繕を実施 

（但し、改築・長寿命化改修・大規模改造を今後 10年以内に実施する場合を除く） 

Ａ評価は、今後 10 年以内の長寿命化改修から部位修繕相当額を差し引く 

単 価 設 定：320,000円／㎡（南牧村実績より設定した分類別更新単価の平均） 

長命化改修は改築単価の 60％、大規模改修は改築単価の 25％ 

プ  ー  ル：更新周期 50年、長寿命化改修 25年、大規模改修 12 年周期 

長寿命化改修は改築の 60％、大規模改修は 25％を「その他施設関連費」に計上 

長寿命化だけでは現在とほぼ同額のコストがかかり、厳しい状況に対応できない。 
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第５章 公共施設適正配置に関する基本方針等 

１ 公共施設適正配置の方向性の検討 

人口減少や税収減など社会環境が縮小傾向にある中で、本村では指定管理者制度等

を導入し、民間のノウハウを活用してサービスの向上とコスト削減を図ってきました。 

さらに前項までの実態調査の結果を踏まえ、総合管理計画で掲げた「統合や廃止の

推進方針」により、公共施設の総量の適正化（縮減）を図ると共に、継続して使用し

ていく施設については長寿命化（保全）を行い、地域のニーズ・住民サービス向上に

対応した公共施設の適正配置の方向性を検討していく必要があります。 

 

２ 適正配置の方向性の考え方 

（１） 機能面と建物自体の状況を勘案して、適正配置の方向性を検討します。 

（２） 地域の人口、施設の利用状況等から今後の姿をイメージして適正規模の検討や存 

続・廃止の検討を行います。 

（３） 公共施設の更新や大規模改修の実施時期に合わせ、施設の適正規模の検討や存続・ 

廃止の検討、周辺に位置する施設の集約化や複合化を検討し、機能維持を図りな

がら施設総量の縮減や規模の適正化を目指します。 

（４） 検討の結果、集約化や複合化等ができないときは減築します。 

（５） 統合・廃止により余剰となった施設については、取り壊しを行い、安全安心の確

保や景観の確保及び維持管理費の削減を図ります。 
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廃止、取壊し
譲渡、貸付

（有効活用）
検討継続

統合、複合化の

検討

指定管理者制度

ＰＰＰ/ＰＦＩ

業務委託

地区管理

利用時間･料金見直し

サービス内容の見直し

単独施設

役場所有、

管理の必要性

長寿命化改修

継続

（機能、建物）

方向性の検討

取壊し、廃止

民間へ譲渡、

または貸付

（有効活用）

実態調査結果

目的、機能

利用状況

耐用年数

劣化状況

長寿命化の可否

NO

NO

YES

YES

NO

YES

活用

不要

可

改築、減築

不可

NO

３ 今後の方向性の考え方 

  今後の方向性を考えるにあたっては、下表のフローをもとに検討します。 

 ◆図表 5-1 今後の方向性検討フロー 
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４ 今後の方向性の定義 

   ソフト（建物の機能）とハード（建物）の両面から、個別施設について今後の方向 

性を検討し、下表のとおり整理します。 

◆図表 5-2 今後の方向性の定義表 

区 分 方向性 内     容 

 

 

 

機能 

継続 機能を現状のまま継続する 

集約 同一用途の施設を一つの建物に集める 

統合 別々の用途を有する施設を一つの建物に集める 

移転 集約・統合・建物移転により、機能を移転させる 

転用 現用途を廃止し、他用途への転用を行う 

廃止 施設(建物)の現用途の廃止を行う 

継続検討 将来の施設の整備方針を継続検討する 

 

 

 

 

 

建物 

 

 

 

 

 

継続 建物を現状のまま継続する 

譲渡 建物を「無償」または「有償」で民間に譲渡する 

貸付 建物を「無償」または「有償」で民間に貸付ける 

改築 建物を建て替える 

改修 建物に対して大・中規模改修を行う 

集約 同一用途の施設を一つの建物に集める 

複合 別々の用途の施設を一つの建物に集める 

移転 移転して建て替える 

減築 建物を改築する際に床面積を減らすこと 

取壊し 用途廃止した施設の建物を解体する 

検討継続 将来の建物の整備方針を継続検討する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

５ 学校施設の目指すべき姿 

  平成 28年５月から南牧村長からの諮問を受けた「南牧村学校づくり委員会」は、平 

成 28年 12月 26日に「現在ある２校の小学校を統合し、統合小学校と中学校において

特色ある小中一貫教育を目指す。」と答申しました。 

 答申の理由として、次のように記述されています。 

全国的に進む少子化により、本村の児童・生徒数は現在 262 名であり、今後もさら

に減少することが予想されています。２つの小学校で児童数 10名未満の学年が見込ま

れるなどクラス活動や学校運営に懸念が持たれます。また、三校の校舎は、昭和 50年

代の同時期に建設され、老朽化が進んでいます。 

（中略） 

 児童の成長には、多くの人、多くの物事との関わりを通じて切磋琢磨し、社会性を

培い、発達段階や関心の程度に応じた教科学習やクラブ活動等を通して、確かな学力

と豊かな心を身につけていく必要があります。そのためには学級の人数は少なくとも

15人以上が望ましいと考えます。自治体合併を望まず自立を選択した南牧村にとって、

学校規模の縮小は止むを得ないものでありますが、将来の見通した中で、現段階で最

も望ましい教育環境と学校運営を合わせて検討した結果、小学校の統合と小中一貫教

育の導入は最善の方策との結論に至りました。 

 

 また、平成 29年 5月 23日に、南牧村における小中学校の新たな施設整備等に関し、

全村一体となっての学校づくりを進めることを目的として「南牧村小中学校建設検討

委員会」が発足し、平成 29年 12月 26日に中間報告書が提出されました。 

 学校施設の在り方については、今後さらに、南牧村に最も適した望ましい教育環境

の実現に向けて議論を進めて参ります、とされています。 

 また、新しい学校施設の建設場所については、いくつかの候補地を検討し、現在の

南小学校敷地、または中学校敷地周辺の 2候補地に絞られてきた旨が報告されました。 

 今後さらに具体的な検討を行いつつ、公共施設の適正配置を検討していきます。 
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第６章 公共施設長寿命化計画の基本的な方針等 

１ 公共施設長寿命化計画の基本的な方針 

公共施設を常に健全な状態に保ち、安全安心で快適な環境を維持するためには、施

設の定期的な点検の実施や老朽化や機能の低下が生じる前に予防的な修繕を行うこと

で、従来の事後保全での整備と比較して施設を長く使用することができるため、公共施

設の長寿命化を図る上で「計画保全」の考え方を基本方針とします。 

鉄筋コンクリート造等の大規模な施設整備について、改築を中心もしくは事後保全

の維持管理(建替え年数 40 年)から、築 20 年程度経過後に機能回復のための予防保全

的な改修等、中間期（40 年など）に長寿命化改修、その後も建物の部位ごとの更新周

期を勘案し、約 20 年スパンで予防保全的な改修を計画的に行うなど、計画保全による

建物の長寿命化(建替え年数 80 年)に切り替え、部位改修を併用した整備を行います。 

◆図表 6-1 改築中心から長寿命化への転換のイメージ 
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２ 改修等の基本的な方針 

公共施設の長寿命化には次のようなメリットがあります。 

①建替えと比較して構造体（柱や梁）の工事が大幅に減少するため、工事費用の縮

減や工期の短縮を行うことができる。 

②長寿命化改修への転換により、限られた予算でより多くの施設の安全性を確保し

つつ、機能の向上を図ることができる。 

③建替えと比べて廃棄物排出量や二酸化炭素発生量が減少し、大幅に環境負荷が低

減する。 

 本村においても詳細診断の結果、長寿命化改修が可能な公共施設については長寿命化 

することとしますが、実際の長寿命化・建替え等にあたっては、ユニバーサルデザイン

の視点に立ち、人口・利用者数等の将来見通し、詳細診断の結果、財政状況や各種補助

制度を総合的に勘案して決定するものとします。 

 

◆図表 6-2 長寿命化判定フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

耐震補強

耐震補強済み

または

耐震診断で耐震性あり

ＲＣ造

コンクリート圧縮強度

13.5N/mm2以下

Ｓ造、Ｗ造等
概ね40年以上で

腐食や劣化の進行が
著しいもの

「要調査」

建物

「改築」として試算「長寿命」として試算

耐震基準

計
画
策
定
段
階

新耐震基準 旧耐震基準

ＮＯ

ＮＯ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

ＹＥＳ

躯体の詳細な調査
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３ 目標耐用年数の設定 

目標耐用年数は、日本建築学会「建築物の耐久計画に関する考え方」が提案する算

定式や施設使用の限界年数の考え方を参考に、下表のとおり設定します。 

なお、学校施設の長寿命化計画策定に係る手引（平成 27 年 4 月文部科学省）で

は、「適正な維持管理がなされ、コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場合には 70

～80 年程度、さらに、技術的には 100 年以上持たせるような長寿命化も可能である。」

とされています。 

◆図表 6-3 構造に応じた目標耐用年数 

 

 

 

 

 

◆図表 6-4 建築全体の望ましい目標耐用年数の級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       建築物の耐久計画に関する考え方((社)日本建築学会)より 

◆図表 6-5 建築全体の望ましい目標耐用年数の級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄筋コンクリート造
鉄骨・鉄筋コンクリート造

鉄骨･ブロック造 木造（小規模建物）

８０年 ６０年 ４０年

目標耐用年数

高品質の場合 普通品質の場合 高品質の場合 普通品質の場合

学校・庁舎 Y。100以上 Y。60以上 Y。100以上 Y。60以上 Y。40以上 Y。60以上 Y。60以上

住宅・事務所
・病院

Y。100以上 Y。60以上 Y。100以上 Y。60以上 Y。40以上 Y。60以上 Y。40以上

店舗・旅館
・ホテル

Y。100以上 Y。60以上 Y。100以上 Y。60以上 Y。40以上 Y。60以上 Y。40以上

工   場 Y。40以上 Y。25以上 Y。40以上 Y。25以上 Y。25以上 Y。25以上 Y。25以上

鉄筋コンクリート造 鉄骨
鉄筋コンクリート造

　　　　構造

 用途

鉄骨造

ブロック造
れんが造

木造重量鉄骨
軽量鉄骨

代表値 範囲 下限値

Y。150 150年 120～200年 120年

Y。100 100年 80～120年 80年

Y。60 60年 50～80年 50年

Y。40 40年 30～50年 30年

Y。25 25年 20～30年 20年

Y。15 15年 12～20年 12年

Y。10 10年 8～12年 8年

Y。6 6年 5～8年 5年

Y。3 3年 2～5年 2年

 目標耐用年数
級（Y。）
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４ 更新周期 

建物を構成する主要な部位や材質に応じた耐用年数の目安があります。建築物の長寿命

化を図るため、更新周期（年数）は、個別の仕様や材料により異なるため、下表に示すと

おり部位に応じて一定の幅を持たせる方針とします。 

緊急性や重要性等を考慮し、施設本体の長寿命化修繕改修を優先的に実施します。 

また、比較的大規模な修繕工事においては、その工事と関連した部位を同時に措置するこ

とが合理的となり、修繕費用の低減を図ることが可能となります。 

 

◆図表 6-6 改修周期と改修内容(例) 

 

 

 

 

 

 

 

◆図表 6-7 主な改修工事と関連部位・機器等の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（公共建築の部位・設備の特性等を踏まえた中長期修繕計画策定及び運用のためのマニュアル 

(平成 17 年 6 月)より抜粋） 

※その他、ストックに対する主な工事として、耐震性能向上、環境性能向上、バリアフリー化等を目的とした改修を行う場合

も想定されますが、劣化や機能停止への対処として行われる性質のものではないため、本整理の対象外としました。ただ

し、施設の実情等に応じて、これらの改修工事と修繕を同時に行うことも検討する必要があります。 

 

 

築年数 事業区分 工事内容

0 年 新築（改築） 建物の新設

20 年 大規模改造（原状回復等） 内外装・設備の更新

40～45 年 長寿命化改修（機能向上） 内外装・設備の更新 必要に応じて、躯体の改質工事

60～65 年 大規模改造（原状回復等） 内外装・設備の更新

部位・設備等 主な改修工事
同時に措置した方が良い

部位・設備等の例
更新・改修
周期の目安

外 壁
仕上げ改修(塗装、吹付、タイル
補修等)

シーリング、外部建具、笠木、樋、断熱材
15～30 年

仕上げ材による

クラック補修、浮き補修 シーリング、外部建具、笠木 10～15 年

建具改修(サッシ、カーテンウォー
ル等)

シーリング 約 40 年

屋 根 防水改修
排水溝(ルーフドレン)、笠木、屋上手すり、
設備架台、断熱材

20～30 年

電 気 設 備 受変電設備改修 分電盤、変圧機、コンデンサ、幹線 25～30 年

空 調 設 備
冷暖房設備(ファンコイル、空調
機)改修

ポンプ、冷却塔、配管等、屋上防水 15～20 年

熱源改修 配管等 15～20 年

給 排 水 衛 生
設 備

給排水設備改修 ポンプ、受水槽配管、(冷温水管)等 15～30 年
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第７章 基本的な方針を踏まえた施設整備の水準等 

１ 学校施設における改修等の整備水準 

文部科学省は「学校施設の長寿命化計画策定の手引」において、「改修（特に長寿命

化改修）の実施に当たっては、単に数十年前の建築時の状態に戻すのではなく、構造体

の長寿命化やライフラインの更新等により建物の耐久性を高めるとともに、省エネルギ

ー化や多様な学習形態による活動が可能となる環境の提供など、現代の社会的な要請に

応じるための改修を行うことが重要である。」としています。 

長寿命化において配慮すべき性能として、安全安心に学べる教育環境とし、少子高

齢化や小・中学校の地域としての役割（避難所、地域コミュニティの場等）を踏まえ、

学校生活の場として必要な環境の確保・維持や、教育のＩＣＴ化、省エネルギー化、バ

リアフリー等の社会的要求に対応した機能付加など、ニーズや費用等を勘案しながら整

備を進めていきます。 

また、他の公共施設についても、改修等の基本的な方針を踏まえ、必要に応じ改修

時等には必要な整備水準の検討を行います。 

改修等の整備水準検討表（学校施設の例示）を図表 7-1 に示します。 
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◆図表 7-1 改修等の整備水準検討表（学校施設の例示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防
災
・
防
犯

建築

自家発電設備

インターホン

防犯カメラ

バ
リ
ア
フ
リ
ー

建築

トイレ

昇降機

省
エ
ネ
化

電気設備

給排水衛生設備

空調設備

内
部
仕
上
げ

内部仕上げ
（教室等）

トイレ

外部開口部
(校舎)

外部開口部
(体育館)

部位
改修メニュー（整備レベル）

既存の整備レベル

外
部
仕
上
げ

屋根・屋上

外壁

アルミサッシ

アルミサッシ

ｻｯｼ交換

（Low-eペ

アガラス）

ウェット

（タイル張り）

洋式

和式
洋式化洗浄機能付き便座

洗浄機能付き便座

（一部）

床撤去

壁・天井撤去・更新内装の全面撤去・更新

（木質化）

蛍光灯(Ｈｆ)照明更新LED照明に交換
LED照明に交換

(人感ｾﾝｻｰ、照度ｾﾝｻｰ付き)

節水型便器
節水型便器

小便器(ｾﾝｻｰ)

ＦＦ式ヒーターエアコン
ヒートポンプ式

マルチエアコン

誘導ブロックｽﾛｰﾌﾟ・手すり

車椅子用トイレ

多目的トイレ

乗用エレベーター
車いす対応

エレベーター

発電機(ポータブル）非常用自家発電設備

モニター付き

防犯カメラ

非構造部の耐震化

外壁塗装

（防水型複層塗材）
外断熱パネル

蛍光灯・ＬＥＤ

外壁塗装

（光触媒ﾌｯｿ樹脂塗材）

外断熱保護防水

（断熱材50mm）

（既存撤去）

外断熱露出防水

（断熱材40mm）

（既存の上）

露出防水

（内断熱25mm）

（既存の上）

内断熱 断熱なし

ｻｯｼ交換(ｶﾊﾞｰ･

はつり工法)

（複層ｶﾞﾗｽ等）

ｻｯｼ交換(ｶﾊﾞｰ･

はつり工法)

（ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）

既存ｻｯｼの強化

ｶﾞﾗｽ交換

改修案

内部改修と同時に実施し機能向上を図る改修

ｻｯｼ交換

（Low-eペ

アガラス）

ｻｯｼ交換(ｶﾊﾞｰ･

はつり工法)

（複層ｶﾞﾗｽ等）

ｻｯｼ交換(ｶﾊﾞｰ･

はつり工法)

（ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）

既存ｻｯｼの強化

ｶﾞﾗｽ交換

（ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）

黒板・ﾛｯｶｰ等更新

床補修

壁・天井塗替え

黒板更新

内装の全面撤去・更新

ドライ化

内装の全面撤去・更新 床補修

壁・天井塗替え

全熱交換器

（CO2ｾﾝｻｰ付）

中央方式

全熱交換器 換気扇

案内板･カウンター 車椅子対応駐車場

校庭開放用

管理室・教室

高 低

防犯カメラ（正）

一般便器

ＦＦ式ヒーター

石油ストーブ

エアコン

換気扇

なし

なし

玄関

なし

なし

スロープ

床：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

壁：塗装・板

天井：ﾎﾞｰﾄﾞ・塗装

コンクリート打ち放し

塗仕上げ

タイル貼り

勾配屋根

（長尺金属板）

和瓦葺き

高 低

構造部の耐震化 構造部の耐震化

スチールサッシ

スチールサッシ
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２ 維持管理の項目・手法等 

長寿命化を図るためには、定期的に改修工事を行うだけでなく、日常的、定期的に

施設の点検や清掃、情報管理を行う必要があります。 

日常的、定期的に維持管理を行うことで、建物の劣化状況を詳細に把握でき、より

早急に異常に気付くことができるため、施設に応じた維持、改修内容や時期を計画に反

映することができます。 

◆図表 7-2 維持管理の項目・手法例 

維持管理 項  目 内  容 頻  度 主 担 当 者 

日常的な 
点検 

日常点検 
機器及び設備について、異

常の有無、兆候を発見する。 
毎日 

施設管理者、所管
課 

清掃 清掃 

快適な環境を維持しながら

建物の仕上材や機器の寿命

を延ばすため、塵や汚れを

除去する。 

各点検に合わせ

て随時実施 

施設管理者、専門
業者 

定期的な 
点検 

自主点検 

機器及び設備の破損、腐食

状況を把握し、修理・修繕等

の保全計画を立てる。 1 週、1 ヶ月 

半年、1 年等 

周期を設定 

施設管理者、所管
課 

法定点検 

自主点検では確認できない

箇所や、法的に定められた

箇所に関して、専門業者によ

り点検する。 

専門業者 

臨時的な 
点検 

臨時点検 
日常、定期点検以外に行う

臨時点検。 

故障警報、気象

情報等により、 

随時実施 

施設管理者、所管
課、専門業者 

情報管理 

図面デジタル化 

建築図面をデジタル化・管理

し、施設管理システムに格納

し、点検や現状把握の際に

活用する。 

随時 総務課、所管課 

点検結果入力 

施設管理システムに点検・工

事の履歴を入力し、各公共

施設の現状把握や計画への

反映に活用する。 

各点検に合わせ

て随時実施 
総務課、所管課 

工事履歴作成 
改修・修繕後に

実施 
総務課、所管課 
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◆図表 7-3 維持管理の項目 

  

（施設管理システムの活用） 

◎図面デジタル化 

◎点検結果入力 

◎工事履歴作成 

 

点検・清掃 

情報管理 

維持管理 

 

◎臨時点検 

◎診断調査 

◎修繕 

臨 時 

 

◎自主点検 

◎法定点検 

◎清掃 

◎性能検査 

◎補修・修繕 

定 期 

 

◎日常点検 

◎清掃 

 

日 常 
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実
態
把
握

策
定

方
針

計
画
策
定

課題と今後の
方向性の検討

施設ごとの現状の課題を整理し、優先順位と今後の方向性を設
定します。

中・長期計画 実施時期と対策費用の積算を行い、実施計画を立案します。

個別計画の
決定、実施

実施計画に基づき、住民や議会の合意形成を行い、個別施設計
画を決定し、実施します。

一次評価
（ハード面）

建物の劣化状況の調査結果を分析・評価して、総合劣化度を算
出します。

二次評価
（ソフト面）

建物の重要性・有効性・特質性の3項目について、3段階で評価
し評価点を算出します。

総合評価
一次評価と二次評価の結果をマトリクスにプロットして、可視化し
ます。

第８章 施設類型別の個別施設計画 

１ 個別施設計画（中・長期計画）について 

個別施設計画は、各施設の実状と課題を踏まえ、公共施設の適正配置、長寿命化、

改修等における基本方針をもとに、施設類型別に今後の対策の方向性や改修・改築の

時期などの内容や推計事業費を年度計画（中・長期計画）に落とし込んだものです。 

公共施設の老朽化、人口減少・少子高齢化による厳しい財政状況、ライフスタイル

の多様化などによる住民ニーズの変化などにより、現状のまま維持していくことはで

きない状況です。 

本当に必要か、持続可能かを長期的な視点をもって、この機会に再度見直すことに

より、村民や利用者の方々に安全安心で質の高い施設サービスを提供するとともに、

持続可能な財政運営を目指していきます。 

２ 優先順位の考え方 

 図表 8-1 のフローにより優先順位を検討しますが、主な視点は次のとおりです。 

①安全性･････緊急性、耐震性、長寿命化、障害の排除 

②機能性･････原状回復、防災・防犯、省エネ 

③経済性･････ライフサイクルコストの低減 

④代替性･････他に代替えがないもの 

⑤社会性･････社会的ニーズ（洋式トイレ、ＬＥＤ、ユニバーサルデザインなど） 

◆図表 8-1 優先順位判断と計画策定フロー 
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３ 施設類型ごとの個別施設計画表 

 施設類型ごとの個別施設計画表の記載内容について説明します。 

① 基礎調査表 

建物の基本情報と利用状況等の現状、劣化調査結果（一次評価）とソフト面の評

価（二次評価図表 8-3）の結果を、施設類型ごとの建物ごとに整理しています。 

② 総合評価 

一次評価と二次評価の点数により、ポートフォリオに表したものです。 

一次評価点が高く（劣化が進み）、二次評価点（重要度等）が高い建物は、最も

対策の優先順位が高いということになります。 

③ 中・長期計画 

建物ごとの残存耐用年数、直近の実施計画、適正配置の検討結果、長寿命化する

建物は 20年周期の改修時期、費用を推計しています。 

事業費をすでに個別に算出している場合は、その事業費を費用計上します。 

費用の推計は、本村の実績から単価を算出し、施設類型ごとに更新単価を設定し、

文部科学省提供の「エクセルソフト」を使用し、今後、同種同規模で建物を更新し

た場合の必要コストを試算しています。 

◆図表 8-2 施設群別改修・更新単価表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 主な課題 

一次評価、二次評価の結果、配置及び現段階で把握している現状での課題を建物

ごとに記載しています。 

⑤ 対策の方向性 

公共施設の適正配置の基本方針を踏まえて、当該施設の今後の方向性を検討した   

結果を記載しています。 

今後、この計画をもとに住民や議会での合意形成を図りながら実施していくこと   

になります。具体的な実施計画があるものについては、その旨を記載しています。 

なお、この計画は人口や社会経済情勢などにより、柔軟に見直すこととします。 

60% 25%

32 19 8平均

公園施設 46 28 12

その他施設 25 15 6

医療施設 35 21 9

行政系施設 46 28 12

子育て支援施設 45 27 11

保健福祉系施設 35 21 9

学校教育系施設 29 17 7

　　　　　〃　　　　（体育館） 26 16 7

社会教育系施設 23 14 6

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 12 7 3

 　　〃　　　（地区集会施設） 23 14 6

村民文化系施設 41 25 10

100%

(単位：万円/㎡)

建替え 長寿命化改修 大規模改修

目標耐用年数 築後40年 20年毎
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◆図表 8-3 ソフト面の二次評価方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２次評価は、重要性、特質性、有効性の３つの区分から、それぞれ「３」、「２」、「１」の３段階で評価します。

各区分には、重みづけの係数を設定し、評価点と係数を乗じたものを合計して評価点を算出します。

区分の重みづけ係数

２次評価点＝総和（各区分の評価点×重みづけの係数）

歴史的、文化的、象徴的価値のある施設か。

（例）

3 3 3

3 2 1

1 3 1

１次評価（総合劣化度）との相対関係を総合評価として、図上にプロットして見える化します。

区分

重要性

特質性

有効性

1.00

0.75

0.50

評価

設置目的と利用形態が合致しているか。

施設の稼働率・利用者数等の見込みはどうか。

コスト面、利用面ともに相対的に良好か。

３：高い
２：普通
１：低い

重要性

特質性
３：高い
２：普通
１：低い

有効性
３：高い
２：普通
１：低い

△□館 3.75

重
要
性

特
質
性

有
効
性

評
価

２
次

公共施設のソフト面における評価方法(２次評価)について

6.75役場庁舎

○○センター 5.00

係数

1.00

0.75

0.50

法律等により設置が義務づけられているか。

村民の安全・安心の確保等、日常生活を営む上での必要性が高いか。

村の施策を実現する上での必要性が高いか。

内容

避難所・投票所等に指定されているか。

他の施設との比較、代替えができない施設か。
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◆図表 8-4 施設類型ごとの個別施設計画表 

（１）文化系施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現　　　　　　　　　　　　　状

長寿命化 70
地

区

野辺山区の管理運営に

よる集会施設
有 3

②総合評価

15
南牧村農村文

化情報交流館
文化施設 野辺山 59

指

定

管

理

ｼｱﾀｰ、ﾚｽﾄﾗﾝ、ｼﾐｭﾚｰ

ﾀｰ、図書館、各種証明

発行

有 2 ･H25改修工事産業建設課 文化施設 S 2 2,170.00

地

区

平沢区の管理運営によ

る集会施設
無 1

･H24外壁改修工事

･H28外壁修繕
1 1 2.25

長寿命化4.50

産業建設課 集会施設
S

56

H

8

13
平沢転作促進

施設
集会所 平沢 W 1 308.05 改築 80

12
基幹集落セン

ター野辺山
集会所 野辺山

改築 4811 大芝集合施設 集会所 海ノ口

産業建設課
･H24暖房機交換

･H28外壁補修工事
集会施設 RC 1 895.00

S

63
3 2 6.25

地

区

大芝地区の管理運営に

よる集会施設
有 3 ･H26雨樋修繕産業建設課 集会施設

S

59

改築 57
地

区

市場地区の管理運営に

よる集会施設
有 3W 1 300.00

S

61

W 1 127.58

3 2 6.25

3 2 6.25

10
市場集落セン

ター
集会所 海ノ口

改築 10
地

区

海尻区の管理運営によ

る集会施設

海尻簡易郵便局併設

有 3
･H26改築

ソーラーパネル設置
産業建設課 集会施設

H

26
9

海尻基幹集落

センター
集会所 海尻

産業建設課 集会施設

改築 31
地

区

広瀬区の管理運営によ

る集会施設
有 3W 1 524.60

H

6

W 1 618.18

3 2 6.25

3 2 6.25

8
交流促進セン

ター

交流セン

ター
広瀬

改築 49
地

区

板橋区の管理運営によ

る集会施設
有 3産業建設課 集会施設

H

3
7

南牧村生活改

善センター

生活改善

センター
板橋

産業建設課 集会施設

長寿命化 76
地

区

広瀬区の管理運営によ

る集会施設
有 3 ･H28雨樋破損修繕集会施設 S 2 185.27

S

57

W 1 453.51

2 2 5.50

3 2 6.25

6 広瀬公民館 公民館 広瀬

長寿命化 72
地

区

広瀬区の管理運営によ

る集会施設
有 3 特になし教育委員会 集会施設

S

58
5 川平公民館 公民館 広瀬

教育委員会

W 2 851.40
H

11

S 2 206.55

大会議室の雨漏

り/外壁木部のキ

ツツキによる穴

改築
地

区

平沢区の管理運営によ

る集会施設
有 3

･H27トップライト改修

･H28外壁修繕

･H29給水管修繕

3 2 6.25

3 24
南牧村平沢公

民館
公民館 平沢

改築 47
地

区

海ノ口区の管理運営に

よる集会施設
有 3 ･H26雨樋修繕教育委員会 集会施設

H

元
3 海ノ口公民館 公民館 海ノ口

教育委員会 集会施設

改築 45
直

営

保健センター

公民館併設
有 3

耐震診断補強済,H24ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

接続改修,H26照明修繕,男女

ﾄｲﾚ改修済み（ｾﾝｻｰﾄｲﾚ,ｾﾝｻｰ

ﾗｲﾄ,洗浄機能付き）

集会施設 RC 2 502.00
S

55

W 1 417.36 3 2 6.25

2
南牧村保健セ

ンター
集会所 海ノ口

改築 45
直

営

公民館

保健センター併設

2階を放課後児童ｸﾗﾌﾞ

有 3

耐震診断補強済,H25ﾎｰﾙほか

修繕,男女ﾄｲﾚ改修済み（ｾﾝ

ｻｰﾄｲﾚ,ｾﾝｻｰﾗｲﾄ,洗浄機能付

き）

教育委員会 集会施設

住民課

RC 2 1,224.60
S

55

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題
構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

有

効

性

評

価

劣化調査結果

(１次評価)

1
南牧村中央公

民館
公民館 海ノ口

建　物　基　本　情　報

番

号
長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

①基礎調査表

設置目的、

機能、役割
施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

6.25 41

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50集会施設・文化施設

3 3 6.75

2 3 6.00

2 2

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

1.南牧村中央公民館

2.南牧村保健センター

3.海ノ口公民館

4.南牧村平沢公民館
5.川平公民館

6.広瀬公民館
7.南牧村生活改善センター

8.交流促進センター

9.海尻基幹集落センター

10.市場集落センター

11.大芝集合施設

12.基幹集落センター野辺山

13.平沢転作促進施設

15.南牧村農村文化情報交流館
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ◇

43 502

■ ◇

18 206

■ ◇

8 96

■ ◇

5 196

■ ◇

4 3

■ ◇

4 43

◇

104

◇

121

△ ◇

37 142

◇

69

◇

29

● ○

125 54

■

3

■ ◇

100 28

④主な課題

⑤対策の方向性

5

4

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

残存使用年数

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

4

0

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

5

0

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

1

2

3

6

7

8

9

10

11

12

13

69 125 38

1･2．中央公民館及び保健センターは、複合施設であり平成32年（2020年）に築後40年となり、長寿命化改修の時期を迎える。

3．海ノ口公民館は、平成41年（2029）に改築の時期を迎える。

4．南牧村平沢公民館は、大会議室の雨漏り、外壁のキツツキによる穴が課題となっている。2019に築20年の大規模改造の時期となる。

5･6．川平公民館、広瀬公民館は、共に築35年が経過している。劣化度も高いため、長寿命化改修など早急な対策が必要となっている。

13．平沢転作促進施設は、新耐震基準に適合していないうえ、最も劣化度が高く早急に対策が必要となっている。

※１．集会施設は、利用者数が少ないのは地域人口との関係で致しかたないが、避難所指定施設でもあり必要不可欠な施設である。

※２．2019～2021改修時期が集中、2026～2034年の間に木造の集会施設の改築時期が集中する。

1･2.中央公民館及び保健センターは、耐震補強工事やトイレのリニューアルなどは済んでいるので長寿命化改修は実施せず必要な部位修繕を行い、可能な限

　　り維持管理し、周辺に位置する施設の集約化や複合化を含めて検討する。

3･4･5･10･11の地区公民館は、長寿命化改修を行わず、屋根や外壁等の部位修繕に留め、可能な限り維持管理し、劣化・利用状況により、減築・複合化･廃止を

　　含めて検討する。

6.広瀬公民館は、長寿命化改修を行わず、可能な限り維持し、劣化・利用状況により、交流促進センターを代替えとして使用することを検討する。

9･12の基幹集落センターは、大規模改修等を行い、適切に維持管理していく。

13.平沢転作促進施設はH30年度取壊し、消防団詰所建築予定。機能は平沢公民館に集約する。

15.南牧村農村文化情報交流館は、大規模改修等は行わず維持管理し、劣化・利用状況により、規模の縮小・統合・廃止を含めて検討する。

※１．改築や大規模改修の実施時期に合わせ、施設の適正規模の検討や存続・廃止の検討、周辺にある施設の集約化や複合化を検討し、機能維持を図りながら

　　　施設総量の縮減や規模の適正化を目指す。

※２．各施設の改修や改築時期は今後20年間に集中するので、早期から方向性を検討するとともに、費用の縮減・平準化を目指し計画的に実施する。

544369 8 104 15829 142100 196 804 28
合

計

15

長寿命化改修はせずに屋根・外壁等の部位修繕を行い、可能な限り維持する

屋根修繕 劣化･利用状況により、減築・複合化･廃止を含めて検討する

取壊し

築後60年の大規模改造築後40年の長寿命化改修

公民館との複合施設のため、一体的に取扱う

長寿命化改修はせずに屋根･外壁等の部位修繕を行い、可能な限り維持する

長寿命化改修はせずに屋根・外壁等の部位修繕で、可能な限り維持する

長寿命化改修はせずに屋根・外壁等の部位修繕で、可能な限り維持する

劣化･利用状況により、減築・複合化･廃止を含めて検討

状況により、交流促進センターを代替えとして利用する

築後20年大規模改修

劣化･利用状況により、減築・複合化･廃止を含めて検討する・改築検討

劣化･利用状況により、減築・複合化･廃止を含めて検討する

劣化･利用状況により、減築・複合化･廃止を含めて検討する

劣化･利用状況により、減築・複合化･廃止を含めて検討する

長寿命化改修せずに部位修繕を行い、劣化･利用状況により縮小・統合検討

劣化･利用状況により、改築検討

劣化･利用状況により、減築・複合化を含めて検討する

劣化･利用状況により、減築・複合化を含めて検討する

公民館との複合施設のため、一体的に取扱う
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（２）社会教育系施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現　　　　　　　　　　　　　状

長寿命化

可否

②総合評価

2
･H27屋根修繕

･H28電気交換
無し 長寿命化 695.253 2

①基礎調査表
建　物　基　本　情　報

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

施設名

無

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

有

効

性

評

価

躯体以外

の総合

劣化度

博物館 RC

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

1 848.30
S

61

指

定

管

理

郷土文化財の展示

(来館者年間約5000人

12月～2月閉館)

博物館

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50

建物名

地

区

名

所管課 中分類

16
南牧村美術民

俗資料館

美術民俗

資料館
野辺山 教育委員会

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

16.南牧村美術民俗資料館
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ■ ■

4 17 17

④主な課題

⑤対策の方向性

　　する。

　　（中・長期計画では、長寿命化改修の単価で積算している。）また、改修に併せて周辺に位置する施設の集約化や複合化を検討する。

16．劣化調査において屋根材・軒天の劣化、外壁タイルの一部浮きなどの劣化が指摘されＣ評価となっているので、補修が必要となっている。
　　平成38年(2026)に建築後40年の大規模改修の時期を迎える。

16．本村の美術民俗資料館として貴重な施設であり、来館者も年間5000人と多いことから、機能・建物ともに現状を維持していく。2019年に
　　照明機器の改修を行う。

　　2026年に建築後40年の長寿命化改修の時期を迎えるが、屋根・外壁・劣化箇所の補修等の修繕に留めて実施する。

合

計
174 17

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

3

1

2

0

4

0

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

3

7

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

16

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

3

0

2

0

3

9

2

0

4

1

H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

2

9

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

5

6

2

0

3

6

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

H30－H39

2

0

2

1

残存使用年数

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

屋根・外壁等の部位修繕 屋根・外壁等の部位修繕照明機器の改修
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（３）スポーツ・レクリエーション施設 

  

21
板橋ゲート

ボール場

ゲート

ボール場
板橋 住民課

体育館 野辺山 教育委員会

20
運動場便所

（銀河公園）
便所 野辺山 産業建設課

19 社会体育館

2 特になし

1,525.00
S

55

指

定

管

理

住民の体位向上と文化

の振興
有 3

･H21耐震補強､H26煙突修繕､

館内ｽﾛｰﾌﾟ設置､H28暖房機､ﾄ

ｲﾚ修繕､H29防風ﾈｯﾄ

2 3 6.00

2 2 4.50

現　　　　　　　　　　　　　状

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

有

効

性

ｽﾎﾟｰﾂ施設 S 1 長寿命化 71

建　物　基　本　情　報

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

①基礎調査表

評

価

施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

延床

面積

（㎡） 長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

地

区
屋内ゲートボール場 無ｽﾎﾟｰﾂ施設 S

公衆便所 -ｽﾎﾟｰﾂ施設 CB 1 76.00
H

3

指

定

管

理

1 573.00
H

元
2 改築 68

改築 81

22
海尻ゲート

ボール場

ゲート

ボール場
海尻 住民課

23
海ノ口ゲート

ボール場

ゲート

ボール場
海ノ口 住民課 ｽﾎﾟｰﾂ施設 S

改築 55屋内ゲートボール場 無ｽﾎﾟｰﾂ施設 S 1 528.57
S

63

地

区
2

･H24雨樋修理,ガラス入替え

･H25出入口修繕

･H26雨樋修繕

改築 56

4.50

H

元

地

区

無 2 2

屋内ゲートボール場 無

2
･H24ドア修理

･H24,25,27屋根修繕

2 2 2 4.50

24
野辺山ゲート

ボール場

ゲート

ボール場
野辺山 住民課 4.50ｽﾎﾟｰﾂ施設 S 1 571.00

H

2

地

区
改築 53屋内ゲートボール場

26
広瀬ゲート

ボール場

ゲート

ボール場
広瀬 住民課

1 527.26
H

2

地

区
屋内ゲートボール場 無

2

2
･H24雨漏り修繕

･H25屋根修繕ほか
25

平沢ゲート

ボール場

ゲート

ボール場
平沢 住民課 ｽﾎﾟｰﾂ施設

改築 55ｽﾎﾟｰﾂ施設 S 1 516.30
S

63

地

区
屋内ゲートボール場 無 2 2 4.50

②総合評価

･H26外壁修理

･H28ストーブ交換

S

1 517.50

スポーツ施設 重要性 1.00 特質性

２次評価における重みづけ係数

0.75 有効性 0.50

2 2 4.50

2 2 4.50

2 2

改築 59

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

19.社会体育館

20.運動場便所

（銀河公園）

21.板橋ゲートボール場 22.海尻ゲートボール場

23.海ノ口ゲートボール場

24.野辺山ゲートボール場

25.平沢ゲートボール場 26.広瀬ゲートボール場
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

● ○

329 137

◇

10

◇

7

◇

7

◇

7

◇

7

◇

7

◇

7

④主な課題

⑤対策の方向性

合

計
343 14 10 137

24

19．社会体育館は、2009年に耐震補強工事を実施後約10年が経過し、劣化調査において「屋根・外壁」等がＣ評価となっている。

20．運動場便所（銀河公園）も築後25年以上経過し、屋根や外壁の変退色が目立ち総合劣化度も81と高い。

21～26．2028～2031年の間にゲートボール場が建築後40年となり、長寿命化改修が集中する。板橋ゲートボール場の劣化度が最も高い。

　　ゲートボール人口の減少から利用者が大幅に減っている。

19．社会体育館は、2029年に長寿命化改修の時期となるので、屋根・外壁等の大規模改造（部位修繕）を行う。
　　この施設は、住民の体力向上と文化コミュニケーションの振興を目的とした施設であり、八ヶ岳野辺山ウルトラマラソンでは拠点として

    の役割を果たしている。また、指定避難所でもある。
　　近隣の野辺山総合グランド、屋外ステージなどと連携し、更に利用度を上げる方策を検討し、大規模改造等を計画的に行い、長寿命化を

    図っていく。

20．運動場便所（銀河公園）は、2031に建替えを検討する。

21～26．ゲートボール場は、長寿命化改修を行わずに存続し、劣化・利用状況から施設の集約・廃止を検討していく。

14

26

25

23

21

22

20

19

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

4

0

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

5

6

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

残存使用年数

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

1

建替え
部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

2

9

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

3

2

2

0

3

0

2

0

3

1

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）

H21耐震補強済のため、屋根・外壁等の大規模改造 大規模改造

各ゲートボール場は、長寿命化は行わず、劣化･利用状況により集約・廃止検討

建替え
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※南牧中学校プールの劣化度は、推定値です。

50

S

54

職員室・図書

室・視聴覚室
有 3

3 無し 長寿命化

･H28なかよし教室改修

有 3

6.25

プール 有 2 1

有

効

性

評

価

3 2

長寿命化

･H7大規模改修、H23外壁、

H25校内LAN回線、H25,H27教

室LED化、H28屋上防水修繕

･H7大規模改修､H25,27雨漏

り修繕､H28屋根防水修繕､

H29床研磨塗装

長寿命化

特

質

性

劣化調査結果

(１次評価)

･H18大規模、H19校長･職員

室改修、H24特別支援教室改

修、H28なかよし教室改修

無し

無し

49

施設整備状況 課題

36

2 58

49

1

校舎 有

有 3

6.25

3

板橋
屋内プー

ル場

397.91

直

営

体育館・給食

室・その他1棟
有

直

営

6.25

建　物　基　本　情　報

避

難

所

指

定

躯体以外

の総合

劣化度

有

直

営
校舎

教育委員会 学校

体育館・給食

室・その他1棟
有 3

3

3 2

長寿命化 65

53

直

営
校舎

2
･H18ﾌﾟｰﾙ改修、H20ﾌﾟｰﾙ熱交

換機、H24・26真空温水ﾋｰﾀｰ

修理、H29プールサイド改修

3

40

36

3

6.25

51･H7大規模改修

2 6.25

1

S

53

長寿命化

ｱﾚﾙｷﾞｰ食

への対応
長寿命化

生徒数減少,校舎使い

勝手良,構造閉鎖的窓

が少,雨漏等老朽化

長寿命化

･H7大規模改修

･H20渡り廊下

･H7大規模改修

･H28ﾗﾝﾁﾙｰﾑLED化
3

2 6.25

長寿命化

3.25

2

プール

34

南牧南小学校

35 南牧南小学校 校舎 板橋

直

営

S

53

学校 S 1

994.14

761.50
S

54

無し 長寿命化

長寿命化 46

学校 RC 2

南牧南小学校
校舎・幼

稚園舎
板橋 教育委員会 学校

強風,極寒,児童数減

少,全体的暗,開放感乏

しい,教室配置が複雑

S

1,332.78
S

59

教育委員会

学校

RC 1

952.56
S

54

直

営

直

営

3

33

32

31 南牧中学校 管理棟 海ノ口

校舎

（特別教

室）1

板橋

プール 海ノ口

②総合評価

有

施設名 建物名

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態
長寿命化

可否

教育委員会 学校 RC 1

40 南牧北小学校
校舎（特

別教室）
海ノ口 教育委員会

38

学校 S

南牧北小学校
給食室

（棟）
41

41

長寿命化 67

長寿命化

長寿命化 67

3
･H25漏水修繕

･H29特別支援教室改修

･H28ｼｬｯﾀｰ修理 無し

無し

3海ノ口

有2 189.38

281.66

39 南牧北小学校
校舎・幼

稚園舎
海ノ口 教育委員会 学校

60

･H23ﾄｲﾚ改修、H25校内無線

LAN改修、H25ﾄｲﾚ内壁改良、

H28女子ﾄｲﾚ改修2F

児童数減少,北側山で

廊下暗,冬場寒い,雨漏

等の老朽化

南牧南小学校 渡廊下 板橋

3 2 6.25RC 3 2,058.00
S

57

直

営

校舎3階建て1棟

(ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ活動とし

て地域住民が利用)

教育委員会 学校 RC 1 361.15
S

60
3 無し 長寿命化

直

営
廊下 有 3 2 6.25

長寿命化3910.14 無し
H

18

直

営

平日の夜間社会

体育で利用して

いる

有
･H18大規模改修

･H22照明,放送機器
3 2 6.25 15

29 南牧中学校 教育委員会

933.30

RC

865.28
S

59

1

体育館 海ノ口

30 南牧中学校
給食室

（棟）
海ノ口 教育委員会 学校

教育委員会

南牧南小学校 板橋

校舎 海ノ口 教育委員会 学校

学校 1,238.32
校舎（特

別教室）
海ノ口 2

学校

南牧南小学校

校舎

（特別教

室）2

教育委員会 学校

135.65

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

37 南牧南小学校 体育館 板橋 教育委員会 学校 RC 1

27 南牧中学校

S

52

直

営
教育委員会28 南牧中学校

RC

番

号

地

区

名

所管課 中分類

直

営

RC 2 1,169.73

RC

RC

構

造

階

数

設置目的、

機能、役割

6.25

3 2 6.25校舎 有 3

2
雨漏り等

の老朽化

現　　　　　　　　　　　　　状

42 南牧北小学校 体育館 海ノ口 教育委員会 学校 RC 2

3

長寿命化 72

2

H22地下ﾀﾝｸ,ﾌﾟｰﾙ､H24窓枠ｵ

ﾍﾟﾚｰﾀ工事､H25ろ過装置処理

水調整弁取替え､H28ろ過循

環ﾎﾟﾝﾌﾟ取替え

無し 長寿命化2 1 4.00

有 3

有効性 0.50

①基礎調査表

教育委員会
H

9

H

19

43 南牧北小学校
屋内プー

ル場
海ノ口 教育委員会 学校 RC 1 817.50 58

1,006.32
S

58

直

営

体育館

(一般の利用)
有 3

渡り廊下の雨漏

り

プール 有

有

H

3

直

営

2

3 2 6.25

H

10

直

営
校舎3階建て1棟

6.25

3 2

2

3 2校舎

2 1 4.00

S

57

直

営
ランチルーム 有

直

営
校舎

･S63ﾌﾟｰﾙ内壁補修塗装､H20

ﾌﾟｰﾙ改修､H21ﾌﾟｰﾙ更衣室､

H25ﾌﾟｰﾙ濾過器交換

屋外ﾌﾟｰﾙのた

め、使用期間が

短い。管理大変

長寿命化 85

直

営

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性学校

南牧中学校

0.75

学校

教育委員会

RC 1 1,259.35
S

60

3 2 6.25

3 2 6.25

RC

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高
優先順位が高い

0

低

27.南牧中学校(校舎)

28.南牧中学校(校舎(特別教室))

29.南牧中学校(体育館)

30.南牧中学校(給食室(棟))

31.南牧中学校(管理棟)

南牧中学校(ﾌﾟｰﾙ)

32.南牧南小学校(校舎･幼稚園舎)

33.南牧南小学校(校舎(特別教室)1)

34.南牧南小学校(校舎(特別教室)2)

35.南牧南小学校(校舎)

36.南牧南小学校(屋内ﾌﾟー ﾙ場)

37.南牧南小学校

(体育館)

38.南牧南小学校(渡廊下)

39.南牧北小学校(校舎･幼稚園舎)

40.南牧北小学校(校舎(特別教室))

41.南牧北小学校(給食室(棟))

42.南牧北小学校(体育館)

43.南牧北小学校(屋内ﾌﾟー ﾙ場)

 

（４）学校教育系施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ● ○

10 199 82

● ○ ◇

211 87 359

● ○

162 67

● ○

159 65

● ○

169 70

■ ■ ■ ■

■ ● ○

8 147 61

● ○

227 93

● ◇

23 39

△ ●

28 68

● ○

214 88

△ ●

64 155

● ○

61 25

● ○

350 144

■ △ ●

4 13 32

● ○

48 20

● ○

171 70

● ○

139 57

※プールの改修等の費用は、「その他施設整備費」として別途計上。

④主な課題

⑤対策の方向性

H50－H59

43

42

ア　児童生徒数の減により、人間関係が固定化され、多様な人間関係や考え方に触れる機会が減少する上に部活動を行うことも困難になる。

　　児童会・生徒会の運営や運動会などの行事の運営なども困難になり、学習面、学校運営面ともに課題がある。

イ　三校の校舎は、昭和50年代の同時期に建設され老朽化が進んでいる。2018～2025年の間に40年目の長寿命化改修が集中する。

ウ　中学校プールは、屋外のため劣化が著しい。

ア　平成28年12月の南牧村学校づくり委員会の答申では、現段階で最も望ましい教育環境と効率的な学校運営を合わせて検討した結果、

　　小学校の統合と小中一貫教育の導入は最善の方策との結論に至る。
イ　平成29年12月の南牧村小中学校建設検討委員会の中間報告書では、新しい学校施設の建設場所については、現時点で１か所に決定

　　するには至らず、現在の南小学校敷地、または中学校敷地周辺の２候補地に絞り、中間報告することが妥当である、としている。

ウ　今後は、小中一貫校の建設予定地の用地取得を進めていく。

132184110

③中・長期計画 （百万円）

H30－H39 H40－H49

2822 913 398 171 374 275 64

部位修繕

その他
残存使用年数

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

2

0

5

0

2

0

5

1

2

0

2

6

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

7

2

0

3

8

2

0

4

3

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

3

6

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

3

2

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

5

6

2

0

5

7

H60－H69

番

号2

0

2

0

2

0

1

8

37

38

40

39

41

2

0

4

7

33

32

27

34

35

36

28

29

30

31

合

計

2

0

4

2

398

2

0

4

1

2

0

4

6

2

0

4

0

155 68139 57164 70 154 113

2

0

3

9

2

0

3

3

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

5

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

1

9

2

0

2

4

要望･計画等 : 小中一貫校の建設と併せて検討中 時期、予算未定

要望･計画等 :・玄関雨漏り ・図書館雨漏り(原因不明)

小中一貫校の建設と併せて検討中 時期、予算未定

要望･計画等 : 小中一貫校の建設と併せて検討中 時期、予算未定

要望･計画等:

搬入口雨漏り

要望･計画等

:改修見込なし

大規模改修（30百万円計上）

築後40年長寿命化改修時期

築後60年大規模改造時期

築後20年大規模改造時期

改築(その他施設整備費120百万円計上)

大規模改修（30百万円計上）

長寿命化改修（72百万円計上）

トイレ、渡り廊下改修

トイレ改修

トイレ改修
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①基礎調査表

建物名

地

区

名

所管課 中分類

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

ソフト面の評価

(２次評価)

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50幼稚園・保育園・こども園　幼児・児童施設

評

価

現　　　　　　　　　　　　　状建　物　基　本　情　報

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

44 南牧保育園 保育所 海尻 保育所
幼稚園・保育

園・こども園
W

施設名
長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

重

要

性

特

質

性

有

効

性

H24床暖房他修理,H25下駄箱修

繕,H25,26畳取替え,H27排煙窓修

繕,H28ﾌﾟｰﾙ袖床ｼｰﾄ修繕,H28ｶﾞﾗｽ飛散

防止

3
H24木製ｻｯｼ塗装､H26軒樋ほ

か修繕､H27遊戯室修繕､H28ﾄ

ｲﾚ修繕､H28ｶﾞﾗｽ飛散防止

772.50
H

12

直

営

2 3 6.00

2 3 6.00
幼稚園・保育

園・こども園
W 1

改築 461 738.00
H

9

直

営

幼児保育

(35名)
有

345 野辺山保育園 保育所 板橋 保育所

46
南牧村世代交

流センター

南牧村世

代交流セ

ンター

板橋 住民課
幼児・

児童施設
W

改築 43
幼児保育

(40名)
有

1 144.04
H

13

直

営

世代間交流

放課後児童クラブ
無

3 ･H25大規模改修(新築)

3
･H24屋根塗装他

･H25大規模改修

287.79
H

25

直

営

2 3 6.00

2 3 6.00

改築 23

47
南牧村世代交

流センター
遊戯場 板橋 住民課 長寿命化 2

世代間交流

放課後児童クラブ
無

幼児・

児童施設
S 1

②総合評価

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

44.南牧保育園 45.野辺山保育園

46.南牧村世代交流センター

47.南牧村世代交流センター

 

（５）子育て支援施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

332

△ ◇

87 348

△ ◇

16 65

■ △ ●

0.1 32 78

④主な課題

⑤対策の方向性

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

3

5

残存使用年数

2

0

4

0

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

3

2

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

1

8

2

0

1

9

44

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

2

0

2

0

2

1

45

47

46

32

44．南牧保育園は、平成29年(2017)に建築後20年の大規模改修の時期を迎えている。

45．野辺山保育園は、平成32年(2020)に建築後20年の大規模改修の時期を迎える。

46．南牧村世代交流センターは、平成25年に改修事業を実施している。劣化調査では、外部設備機器の錆が指摘されている。

33287 16

44･45．両保育園とも園児が30名前後いるため、大規模改修を計画的に行い現状を維持していくが、今後の社会情勢の変化により見直す
　　　ものとする。

合

計
780.1 348 65

築後20年大規模改造

劣化･園児数により改築検討

劣化･園児数により改築検討

遊戯室トイレの凍結防止帯設置 築後40年長寿命化改修

築後20年大規模改造 劣化･利用状況により改築検討
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①基礎調査表

建物名

地

区

名

所管課 中分類

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

ソフト面の評価

(２次評価)

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50高齢福祉施設　障害福祉施設

評

価

現　　　　　　　　　　　　　状建　物　基　本　情　報

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

48
老人福祉セン

ター

老人福祉

施設
海ノ口 住民課

高齢福祉

施設
RC

施設名
長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

重

要

性

特

質

性

有

効

性

･H27非常灯交換

3
･H24雨樋修繕

･H27網戸取付(2階ホール）

753.00
H

4

指

定

管

理

2 3 6.00

2 2 5.50
高齢福祉

施設
RC 2

長寿命化 552 799.00
S

63

指

定

管

理

無

349
南牧村デイ

サービスセン

ター

老人福祉

施設
海ノ口 住民課

50
在宅介護支援

センター

老人福祉

施設
野辺山 住民課

高齢福祉

施設
RC

長寿命化 51
老人福祉センター建物

内に併設
無

1 930.53
H

10

指

定

管

理

特別養護老人ﾎｰﾑ、ﾃﾞｲ

ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ、在宅介護

支援ｾﾝﾀｰ

無

3

3

490.96
H

22

指

定

管

理

3 3 6.75

2 2 5.50

長寿命化 45

51
南牧村障害者・

高齢者等複合支

援施設

南牧村障害

者・高齢者等

複合支援施設

野辺山 住民課

52
南牧村障害者

等憩の家

南牧村障

害者等憩

の家

海ノ口 住民課
障害福祉

施設
W

改築 29
高齢単身者の定住自立

(8名入居可能(現在5

名))

有
高齢福祉

施設
W 1

3 3 3 6.75 改築 171 276.07
H

22

貸

付

ＮＰＯ法人すみれ会、

障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業の

実施

有

②総合評価

社会福祉関係団体の拠点
南牧村社会福祉協議会事務局

南牧村老人福祉センター
デイサービスセンター併設

ボランティアセンター
南牧診療所併設

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

48.老人福祉センター

49.南牧村デイサービスセンター

50.在宅介護支援センター

51.南牧村障害者・高齢者等複合支援施設

52.南牧村障害者等憩の家

定員20名H28は13名

 

（６）保健・福祉施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

● ○

168 70

● ○

158 66

△ ●

81 195

■ ◇

15 172

■ ◇

8 97

④主な課題

⑤対策の方向性

　

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

3

5

残存使用年数

2

0

4

0

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

3

2

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

1

8

2

0

1

9

48

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

2

0

2

0

2

1

49

51

50

52

49．南牧村デイサービスセンターでは、浴室まわりの劣化が指摘されている。

51．南牧村障害者・高齢者等複合支援施設は、ボイラー室の結露が多い。

51・52．平成42年(2030)に築後20年の大規模改造の時期となる。

19581

48～52．各施設ともに利用者数が多いので、日常点検で維持管理を図りながら、予防的を修繕を行い長寿命化を図っていく。

51・52．大規模改造は実施せずに、屋根・外壁等の部修繕を行い、長寿命化を図っていく。

合

計
70 269 66168 23 158

築後40年長寿命化改修 築後60年大規模改造

要望･計画等:

デイサービス浴槽施設の経年劣化

築後20年大規模改造

要望･計画等:

ボイラー室結露が多い
屋根・外壁の部位修繕

屋根・外壁の部位修繕
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②総合評価

長寿命化 55
老人福祉センター建物

内に併設
無医療施設 RC 1 398.50

S

63

直

営

建物の老朽化 改築 682 5.50

3 3 6.75
･H25駐車場車庫建設

･H28便所改修

･H29風除室改修

1 240.00
S

58

直

営
住民診療 無 23 ･H27屋根修繕

長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

現　　　　　　　　　　　　　状

施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

有

効

性

評

価

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

①基礎調査表

医療施設

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50

建　物　基　本　情　報

17
野辺山ヘき地

診療所
診療所 野辺山 住民課 医療施設 CB

延床

面積

（㎡）

建

築

年

353
南牧村出張診

療所
診療所 海ノ口 住民課

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

17.野辺山ヘき地診療所

53.南牧村出張診療所

 

（７）医療施設 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

◇

84

● ○

84 35

④主な課題

⑤対策の方向性

17．野辺山へき地診療所は、建物内部の床･壁･天井の仕上材に劣化がみられ老朽化が進んでいる。
    屋根は、２年前に修理を行ったが雨漏りがある。

17．野辺山へき地診療所は、H32年（2020）に改築の予定。

18．南牧村出張診療所は、老人福祉センターと共に長寿命化改修を行い、継続していく。

合

計
3584 84

53

17

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

4

0

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

1

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

9

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

6

③中・長期計画 （百万円）

残存使用年数

H30－H39

改築予定

築後40年長寿命化改修 築後60年大規模改造
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①基礎調査表

設置目的、

機能、役割

55 南牧村役場
公用車車

庫

建　物　基　本　情　報

番

号

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

建

築

年

管

理

形

態

施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

延床

面積

（㎡） 長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

海ノ口 総務課

354 南牧村役場 役場庁舎 海ノ口 総務課 庁舎等 RC

1

1,307.39
S

45

直

営

役場庁舎

災害対策本部
有 3

H21耐震化,電気,空調,給排水改修,25

高圧設備修繕,H26ﾄｲﾚ漏水修繕,H28玄

関棟事務室改修,H28CATV機器更新

建年の違いによ

る老朽化
長寿命化 583 3 6.75

非常用発

電機棟兼

備蓄倉庫

海ノ口 総務課 その他 行政施設 RC

長寿命化 （48）
公用車車庫

イベント時休憩所利用
- 2 高さ不足庁舎等 S 56.00

H

7

直

営

57
ケーブルテレビ

サブセンター

ケーブル

テレビサ

ブセン

ター

海ノ口 総務課

3
･H25建設

･H27修繕
長寿命化 （11）1 40.00

H

25

直

営

2階部：非常用発電機

設置

1階部：備蓄倉庫

無

3

56
非常用発電機

棟兼備蓄倉庫

1 28.46
H

25

直

営

海ノ口別荘地向けケー

ブルテレビセンター機

能

無 3 3 6.75

建築から年数が

あまり経過して

いないため、現

在のところ課題

等はない 長寿命化 （11）･H25新築その他 行政施設 その他

②総合評価

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

有

効

性

評

価

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50庁舎等　その他行政施設

2 3 5.00

3 3 6.75

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

54.南牧村役場(役場庁舎)

55.南牧村役場(公用車車庫)

56.非常用発電機棟兼備蓄倉庫

57.ケーブルテレビサブセンター

総合劣化度( )は推測値

 

（８）行政系施設① 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ■ ○ ◇

20 12 150 601

● ◇

15 26

△ ●

5 11

△ ◇

3 13

④主な課題

⑤対策の方向性

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

5

0

残存使用年数

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

0

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

54

55

56

57

8 15

54．役場庁舎は、屋根・外壁・内部ともに、経年劣化がみられる。増築建物と既存建物との間で、地震があった時の影響と思われるが、
　　床に段差が生じている。H21に耐震化工事、電気ほか設備の改修工事を実施した。

　
55．公用車車庫は、屋根の高さと大きさが不足している。

12

54．役場庁舎は、H21～H28まで、建物や設備の改修や修繕を行って、維持管理に努めてきた。H42(2030)に築後60年の大規模改修時期を
　　迎えるので、計画的に実施して長寿命化を図っていく。維持管理経費の削減も検討していく。

　　H30（2018）サーバー室設置、H31（2019)応接室･会議室エアコン設置、防火シャッター等修繕の予定。

56･57．非常用発電機棟兼備蓄倉庫、ケーブルテレビサブセンターは、建築後間もないので特に問題はないが、今後も維持管理に努め、

　　有効活用を図っていく。

26
合

計
601 2420 150

要望･計画等:建物の連結部分段差あり

(東日本地震発生後)
築後60年大規模改造

築後40年長寿命化改修

築後20年大規模改造 築後40年長寿命化改修

劣化･利用状況により改築検討

応接室・会議室ｴｱｺﾝ設置、防火ｼｬｯﾀｰ等修繕

ｻｰﾊﾞｰ室設置、

玄関棟ｺｰｷﾝｸﾞ修理
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建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

建替えをする場

合の建設場所の

確保が課題

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

②総合評価

長寿命化 （54）-

直

営
- 3

3 特になし

建替えをする場

合の建設場所の

確保が課題

消防施設 RC 2 90.00
H

元

直

営

3 3 6.75

3 3 6.75
広瀬消防車輛格

納庫兼消防詰所

広瀬消防

車輛格納

庫兼消防

詰所

広瀬 総務課

特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

長寿命化 （8）90.00
H

28

川平消防車輛格

納庫兼消防詰所

川平消防

車輛格納

庫兼消防

詰所

広瀬 総務課 消防施設 S 2

2 特になし
今後、取壊しも

含め要検討
改築 （81）1 60.00

S

57

直

営
- 2 2 4.50

南牧村消防団水

防倉庫

南牧村消

防団水防

倉庫

海ノ口 総務課 消防施設 S

（32）- 3

-

特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

長寿命化 S 1 40.00
H

23

直

営

RC 2 87.48
H

元

直

営
6.75

3 3 6.75
大芝消防車輛格

納庫

大芝消防

車輛格納

庫

海ノ口 総務課 消防施設

改築 （54）
平沢消防車輛格

納庫兼消防詰所

平沢消防

車輛格納

庫兼消防

詰所

平沢 総務課

特になし

建替えをする場

合の建設場所の

確保が課題

長寿命化 （52）113.40
H

3

直

営
- 3

3 特になし

H30に更新予定の

ため、課題はな

し。

消防施設

3 3 6.75

3 3

野辺山消防車輛

格納庫兼消防詰

所

野辺山消

防車輛格

納庫兼消

防詰所

野辺山 総務課 消防施設 RC 2

- 3 特になし 長寿命化 （11）S 2 90.00
H

25

直

営
3 3 6.75

市場消防車輛格

納庫兼消防詰所

市場消防

車輛格納

庫兼消防

詰所

海ノ口 総務課 消防施設

長寿命化 （54）RC 2 60.48
H

元

直

営

海ノ口消防車輛

格納庫兼消防詰

所

海ノ口消

防車輛格

納庫兼消

防詰所

海ノ口 総務課 消防施設

長寿命化 （36）- 3 特になし

- 3 特になし

3 3 6.75

3 3 6.75

消防施設 RC 2 154.74
H

19

直

営

海尻消防車輛格

納庫兼消防詰所

海尻消防

車輛格納

庫兼消防

詰所

海尻 総務課

101.80
H

5

直

営
- 3

3

特になし

H30に更新予定の

ため、課題はな

し。

改築 （50）

3 3 6.75

3 3 6.75

直

営

南牧村商工会事務所

消防車輌等格納庫
無

板橋消防車輛格

納庫兼消防詰所

板橋消防

車輛格納

庫兼消防

詰所

板橋 総務課 消防施設 RC 2

58
南牧村地域振

興・防災複合施

設

南牧村地

域振興・

防災複合

施設

海ノ口 総務課 消防施設 S 特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

長寿命化 （31）2 185.06
H

24

長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

施設名
評

価

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50

建物名

地

区

名

所管課 中分類

消防施設

建　物　基　本　情　報 現　　　　　　　　　　　　　状

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

有

効

性

①基礎調査表

総合劣化度( )は推測値

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

58.南牧村地域振興・防災複合施設

板橋消防車輛格納庫兼消防詰所

海尻消防車輛格納庫兼消防詰所

海ノ口消防車輛格納庫兼消防詰所

市場消防車輛格納庫兼消防詰所

野辺山消防車輛格納庫兼消防詰所

平沢消防車輛格納庫兼消防詰所

大芝消防車輛格納庫

南牧村消防団水防倉庫

川平消防車輛格納庫兼消防詰所
広瀬消防車輛格納庫兼消防詰所

 

（８）行政系施設② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



61 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

△ ●

21 51

◇ △ ●

58 12 28

△ ●

18 43

● ○

17 7

△ ●

10 25

● ○

31 13

◇ △

57 10

△ ●

5 11

◇

1

△ ●

10 25

● ○

25 10

④主な課題

⑤対策の方向性

ア．南牧村消防団水防倉庫は、昭和57年に建築され35年が経過している。総合劣化度は（81)と最も高く、平成34年(2022)には築後40年の
　　建替えの時期となる。

イ．海ノ口・広瀬消防車輛格納庫兼消防詰所は、築後30年となる。
　　また、大規模改修するか建て替えるか、或いは廃止・集約するか今後の大きな課題である。

17

ア．南牧村消防団水防倉庫は、スチール製のため長寿命化改修はせずに、劣化・利用状況により、改築・統合・複合化を含めて方針を決める。

イ．平沢消防車輛格納庫兼消防詰所は、H30～H31に平沢転作促進施設を取壊し、改築の予定。

ウ．海ノ口・広瀬消防車輌格納庫兼消防詰所は、地域住民の意見を参考にしながら、今後の方針を決める。

エ．南牧村地域振興・防災複合施設は、建築後間もないので特に問題はないが、今後も維持管理に努め、有効活用を図っていく。

25 2818 4257 1 24 51 25
合

計
36 21 10 10 4312 1058
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5

0

2
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4
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0
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2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

4

0

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

H60－H69

番

号2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他
残存使用年数

③中・長期計画 （百万円）

H30－H39 H40－H49 H50－H59

H30改築予定

H31改築予定

築後20年大規模改造

築後40年長寿命化改修

築後60年大規模改造築後30年となり、今後の方向性を継続検討する

築後30年となり、今後の方向性を継続検討する

築後40年長寿命化改修

劣化･利用状況により、改築・統合・複合化を含めて検討する
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①基礎調査表

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50公園

建　物　基　本　情　報

番

号

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

ソフト面の評価

(２次評価)

施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類
長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

59.00
H

16

指

定

管

理

無

重

要

性

特

質

性

有

効

性

評

価

2 2 4.50

67
ふれあい公園

水車棟
水車棟 板橋 産業建設課

2 特になし
今後、取壊しも

含め要検討
改築 （39）166

1 特になし
今後、取壊しも

含め要検討
公園 W 1 7.00

H

16

指

定

管

理

1 2 2.75

68
屋外ステージ

等(ステージ)
ステージ 野辺山 産業建設課 公園 W

改築 （39）無

69
屋外ステージ

等(便所)
便所 野辺山 産業建設課

1 特になし
今後、取壊しも

含め要検討
改築 591 298.00

H

4

直

営
イベント 無

1 特になし
今後、取壊しも

含め要検討
公園 CB 1 75.70

H

3

指

定

管

理

改築 （52）無

②総合評価

ふれあい公園

管理棟

管理事務

所
板橋 産業建設課 公園 W

1 2 2.75

1 1 2.25

総合劣化度( )は推測値

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

66.ふれあい公園管理棟

67.ふれあい公園水車棟68.屋外ステージ等(ステージ)

69.屋外ステージ等(便所)

 

（９）公園 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■

1

■

0 .5

◇

3

◇

35

④主な課題

⑤対策の方向性

③中・長期計画 （百万円）

残存使用年数

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

0

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

3

6

2

0

3

7

66

67

68

69

1 .5 38

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

66･67．ふれあい公園管理棟及び水車棟は、利用者が少ない。平成36年(2024)に20年目の大規模改修の時期となる。

68．屋外ステージも、利用者が少ない。外壁や外部仕上げに塗装の剥がれや破損がみられる。平成44年(2032)に建替えの時期となる。

66･67．ふれあい公園管理棟及び水車棟は、築後14年しか経っていないが、利用者が少ないことから縮小・取壊しも含めて方向性を検討する。

68．屋外ステージの耐用年数は未だ15年ほど残っているが、取壊しも含めて方向性を検討する。改築する場合は、社会経済状況やニーズの
　　確認を行う。隣接する野辺山総合グラウンド、社会体育館と連携したイベントなどでの活用を検討する。

69．便所についても維持管理を行いながら、現状維持で継続使用していくが、今後取壊しも含めて検討していく。

合

計

築後20年大規模改造時期、縮小・取壊しも含めて検討する

長寿命化改修はせずに、改築または取壊しも含めて検討する

築後20年の大規模改造時期 取壊しも含めて検討

築後40年改築時期 取壊しも含めて検討

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



64 

①基礎調査表

旧役場 集会所 海ノ口 総務課 その他 W

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50その他

建　物　基　本　情　報

番

号

現　　　　　　　　　　　　　状

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割

ソフト面の評価

(２次評価)

長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

211.00
S

24

貸

付
のうさい南佐久支所 無

重

要

性

特

質

性

有

効

性

評

価

1 2 2.75

60 旧役場
宿直室

（棟）
海ノ口 総務課

1
S20年代の建築物

で耐震性に問題

あり

改築 124259

1 〃その他 W 1 26.00
S

24

貸

付
1 2 2.75

61 旧役場
給食室

（棟）
海ノ口 総務課 その他 W

改築 （133）のうさい南佐久支所 無

62 旧役場
会議室

（棟）
海ノ口 総務課

1 〃 改築 （133）1 19.00
S

24

貸

付
のうさい南佐久支所 無

1 〃その他 W 1 132.00
S

24

貸

付
1 2 2.75

63 旧役場
便所

（棟）
海ノ口 総務課 その他 W

改築 （133）のうさい南佐久支所 無

64 旧役場 倉庫１ 海ノ口 総務課

1 〃 改築 （133）1 13.00
S

24

貸

付
のうさい南佐久支所 無

1 〃その他 RC 1 39.00
S

24

貸

付

65 旧役場 倉庫2 海ノ口 総務課 その他 RC

要調査 （133）のうさい南佐久支所 無

1 2 2.75

70
ストックヤー

ド

ストック

ヤード
海ノ口 産業建設課

1 〃 要調査 （133）1 39.00
S

24

貸

付
のうさい南佐久支所 無

3 特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

その他 S 1 198.00
H

12

業

務

委

託

2 2 5.50

71 観光案内所 事務所 野辺山 産業建設課 その他 W

長寿命化 50資源ごみの集積所 無

72
野辺山駅前売

店
売店 野辺山 産業建設課

2 特になし 改築 （51）1 54.70
H

4

指

定

管

理

無

3 特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

その他 W 1 74.50
H

17

指

定

管

理

改築 （38）無

②総合評価

1 2 2.75

1 2 2.75

1 2 2.75

2 1 4.00

2 2 5.50

総合劣化度( )は推測値

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

59.旧役場(集会所)

60.旧役場(宿直室(棟))

61.旧役場(給食室(棟))

62.旧役場(会議室(棟))

63.旧役場(便所(棟))

64.旧役場(倉庫1)

65.旧役場(倉庫2)

70.ストックヤード

71.観光案内所

72.野辺山駅前売店

 

（10）その他① 
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■

3

■

1

■

1

■

3

■

1

■

1

■

1

■ ■

4 4

◇

1

■ ◇

2 19

④主な課題

⑤対策の方向性

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

4

1

残存使用年数

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

4

0

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

3

9

59

60

61

62

63

64

65

70

71

72

1

59～65．旧役場は、築後約70年を経過し、耐震補強を実施していないことから、老朽化が進んでいるため取り壊しを予定している。

70．ストックヤードは、有効に活用されているが、劣化調査の結果、屋根・軒天・外壁の劣化が進んでいる。平成32年(2020)に築後20年目の
　　大規模改造の時期を迎える。

1911 4

59～65．旧役場及び付属建物は、平成31年(2019)に取壊しを行う予定。
　　跡地利用については、周辺に位置する施設の集約化や複合化を検討し、施設総量の縮減や規模の適正化を目指す。

70．ストックヤードは、大規模改修は行わず、屋根・外壁等の部位修繕を行い、可能な限り継続利用していく。

71．観光案内所は、重要性や特質性も低下してきていることから、劣化・利用状況により、廃止も含め継続検討していく。

72．野辺山駅前売店は、平成37年(2025)に築後20年の大規模改造の時期となるが、屋根・外壁等の部位修繕を行って継続し、改築の時期には、
　　利用状況により縮小も含めて検討する。

合

計
2 4

老朽化に伴う取壊しを予定

屋根・外壁等の部位修繕 屋根・外壁等の部位修繕

劣化・利用状況により、廃止も含め検討継続

屋根・外壁等の部位修繕 利用状況により縮小検討
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①基礎調査表

有

効

性

北小学校

校長住宅
海ノ口 教育委員会 その他 W 1 2 2 4.502

2
･H25ﾎﾞｲﾗｰ修繕等

･H25敷地内U字溝敷設管替え

74

重要性 1.00 特質性 0.75

２次評価における重みづけ係数

有効性 0.50

建　物　基　本　情　報 現　　　　　　　　　　　　　状

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

住宅 海ノ口 住民課 その他 W
･H24ﾘﾋﾞﾝｸﾞ建具､床暖房修繕

･H26漏水､床暖房修繕

･H27給湯管漏水修繕

施設の老朽化 改築 573

75 教職員寮
寄宿舎・

寮舎
海ノ口 教育委員会

･H25畳表替え

･H26給水設備ほか交換
無し 改築 54120.00

H

5

直

営
校長・教頭の住宅 無

北小学校校長

住宅

その他 RC 2 590.94
S

62

直

営
2 2 4.50

76 教員住宅
住宅（海

ノ口）
海ノ口 教育委員会 その他

長寿命化 62教職員用集合住宅 無 無し

老朽化 改築W 1 120.00
S

58

直

営

中学校の校長・教頭用

住宅
2 2 3.50

77 教員住宅 住宅1 板橋 教育委員会 その他 W

64無 1

･H28屋根修繕 改築 741 120.00
S

56

直

営
南小校長用住宅 無 2 2 4.50

78 教員住宅 住宅2 板橋 教育委員会 その他 W 1

2 老朽化

老朽化により使

用不可
改築 7057.98

S

52

直

営
南小教職員用住宅 無 2 2 2 4.50

その他 W 1 120.00
S

59

直

営
79 教員住宅 住宅① 板橋 教育委員会 2 ･H28浴室改修2 2 4.50

80 教員住宅 住宅② 板橋 教育委員会 その他

改築 71南小教職員用集合住宅 無

･H28,29浴室改修

老朽化

老朽化 改築W 1 120.00
S

59

直

営
南小教職員用集合住宅 2 2 4.50

81 教員住宅 住宅③ 板橋 教育委員会 その他 W

71無 2

改築 581 120.00
H

元

直

営
南小教職員用集合住宅 無 2 2 4.50

82 教員住宅 住宅④ 板橋 教育委員会 その他 W 1

2 老朽化

老朽化 改築 7160.00
S

59

直

営
南小教職員用住宅 無 2 2 2 4.50

②総合評価

評

価

2 3 6.00
直

営
在住医師の確保 無73

南牧村医師住

宅
1 160.58

H

2

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割
施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

その他

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

73.南牧村医師住宅

74.北小学校校長住宅

75.教職員寮

76.教員住宅(住宅(海ﾉ口))

77.教員住宅(住宅1)

78.教員住宅(住宅2)

79.教員住宅(住宅①)

80.教員住宅(住宅②)

81.教員住宅(住宅③)

82.教員住宅(住宅④)
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

■ ◇

1 .8 40

◇

30

● ○

89 37

■ ◇

3 30

■ ◇

3 2

■

1

◇

30

◇

30

◇

30

◇

15

④主な課題

⑤対策の方向性

大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

残存使用年数

H30－H39 H40－H49 H50－H59 H60－H69

番

号2

0

4

8

2

0

4

9

2

0

3

8

2

0

3

9

2

0

1

8

2

0

1

9

2

0

2

0

2

0

2

1

2

0

2

2

2

0

2

3

2

0

2

4

2

0

2

5

2

0

2

6

2

0

2

7

2

0

2

8

2

0

2

9

2

0

3

0

2

0

3

1

2

0

4

0

2

0

4

1

2

0

4

2

2

0

4

3

2

0

3

2

2

0

3

3

2

0

3

4

2

0

3

5

2

0

3

6

2

0

3

7

2

0

5

6

2

0

5

7

2

0

5

1

2

0

5

2

2

0

5

3

2

0

5

4

2

0

5

5

2

0

5

0

2

0

4

4

2

0

4

5

2

0

4

6

2

0

4

7

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

40

76～77、79～82．小中学校の建設検討と併せて、教員住宅の規模、配置等を検討し、計画的に整備を進めていく。

78.平成34年（2022）頃を目途に、取壊しの予定。

3 4 .8 2 1 30 75
合

計
89 30 30

73．南牧村医師住宅は、施設の老朽化が課題となっている。

78．教員住宅は、老朽化により使用不可となっている。

76～82．北小学校校長住宅を除き、木造の教員住宅はほぼ同時期に建築されたため、一様に老朽化が進み、2017～2025年の間に建替え時期が集中してくる。

37

風除室設置 築後40年改築時期

築後40年の長寿命化改修

以下の教員住宅については、全て小中学校の建設検討と並行して検討継続

築後60年の大規模改造

浴室改修

浴室改修（予定）

老朽化により使用不可、取壊し

小中学校の建設検討と並行して検討継続
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①基礎調査表

施設名 建物名

地

区

名

所管課 中分類

14
飯盛山平沢公

衆便所

飯盛山平

沢公衆便

所

平沢 産業建設課 その他 W ･H28ヒーター交換

２次評価における重みづけ係数

重要性 1.00 特質性 0.75 有効性 0.50その他

建　物　基　本　情　報 現　　　　　　　　　　　　　状

番

号

避

難

所

指

定

施設整備状況 課題

劣化調査結果

(１次評価)

構

造

階

数

延床

面積

（㎡）

建

築

年

管

理

形

態

設置目的、

機能、役割
長寿命化

可否

躯体以外

の総合

劣化度

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

改築 （35）1 30.40
H

20

指

定

管

理

無

83 公衆便所
公衆浴

場、便所1
野辺山 産業建設課 その他 RC 1

3

84 公衆便所
公衆便所

（身障者

用）

野辺山 産業建設課

特になし 老朽化 長寿命化 5644.00
S

62

指

定

管

理

無 2

3 特になしその他 RC 1 15.00
H

20

指

定

管

理

3 3 6.75

85 しし岩売店 売店 平沢 産業建設課 その他

長寿命化 29無

特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

今後、取壊しも

含め要検討
改築W 1 33.10

H

17

指

定

管

理

2 2 3.50

86
しし岩公衆便

所
公衆便所 野辺山 産業建設課 その他 RC

（38）無 1

特になし 長寿命化 351 114.00
H

17

指

定

管

理

無 3 3 6.75

87
母子福祉会売

店
売店 野辺山 住民課 その他 W 1

3 便器洋式化

利用者の減（収

入の減）
改築 4446.37

H

15

貸

付

母子家庭の就業場所の

提供
無 2 2 2 4.50

その他 RC 1 93.00
H

21

指

定

管

理

88
ＪＲ最高地点

公衆便所

ＪＲ最高

地点公衆

便所

野辺山 産業建設課 3 特になし3 3 6.75

89 市場休憩舎 休憩所 海ノ口 教育委員会 その他

長寿命化 23無

特になし

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

屋根上の

落葉類
改築W 1 75.50

H

9

指

定

管

理

マレットゴルフ場の休

憩用物置として利用
2 2 4.50

90 平沢休憩舎 休憩舎 平沢 教育委員会 その他 W

50無 2

特になし 改築 501 81.15
H

9

指

定

管

理

マレットゴルフ場の休

憩用物置として利用
無 2 1 4.00

91 公用車車庫 車庫 海ノ口 総務課 その他 S 1

2 無し

特になし 長寿命化 （44）62.00
H

11

指

定

管

理

マイクロバス,村長車

車庫
無 2 2 3 5.00

その他 W 1 21.53
H

24

指

定

管

理

92
南牧村地域振

興・防災複合施

設

公衆トイ

レ
海ノ口 総務課 2 ･H25新築2 2 4.50

93
農畜産物直売

所

南牧村農

畜産物直

売所

野辺山 産業建設課 その他

改築 13
佐久海ノ口駅前公衆ト

イレ
無

･H28新築

建築から年数があまり

経過していないため、

現在のところ課題等は

ない

売場が狭

い
改築W 1 357.74

H

28

指

定

管

理

加工場（チーズ）

直売所
2 3 5.00 14無 2

②総合評価

ソフト面の評価

(２次評価)

重

要

性

特

質

性

有

効

性

評

価

3 3 6.75

2 2 4.50

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

継続・複合化検討

段階的廃止検討

廃止検討

高
い

普
通

低
い

２
次
評
価
（
ソ
フ
ト
面
）

100 65 45すぐに修繕等の対処必要 保全において、優先順位が低い保全において、

１次評価（総合劣化度）高

優先順位が高い
0

低

14.飯盛山平沢公衆便所

83.公衆便所(公衆浴場､便所1)

84.公衆便所(公衆便所(身障者用))

85.しし岩売店

86.しし岩公衆便所

87.母子福祉会売店

88.ＪＲ最高地点公衆便所

89.市場休憩舎

90.平沢休憩舎

91.公用車車庫

92.南牧村地域振興・防災複合施設

93.農畜産物直売所

 

（10）その他③  
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△ ● ○ ◇ ■

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40

△ ◇

2 8

● ○

7 3

△ ●

1 2

■

2

■ △ ●

1 7 17

△ ◇

3 12

△ ●
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④主な課題

⑤対策の方向性

83．公衆便所は、築後30年が経過し、施設の老朽化が課題となっている。
85．しし岩売店は、今後、取壊しも含めて検討が必要となっている。

86．しし岩公衆便所は、便器の洋式化の要望が出ている。
87．母子福祉会売店は、利用者の減（収入の減）が課題となっている。
89．市場休憩舎は、屋根上の落葉類が課題となっている。

89･90．市場休憩舎と平沢休憩舎は、築後20年目の大規模改修の時期が到来している。
93．農畜産物直売所は、売場が狭いことが課題となっている。

14 512 17 3 102 17 3 6 22

85．しし岩売店は、平成30年(2018)取壊しの予定。
86．しし岩公衆便所は、平成37年(2025)に築後20年目の大規模改修の時期を迎える。

　　平成31年(2019)に便器の洋式化を先行して行う予定。
87．母子福祉会売店は、中部横断自動車道の佐久南～八千穂高原ICの間が開通したことにより、野辺山を通過する車両が増えることも

　　期待できる。母子家庭の就業場所を提供する重要な施設であるので、さらにお客を引き寄せる活動を行い施設を継続する。

89･90．市場休憩舎と平沢休憩舎は、現在は本来の目的ではなく、主に物置として利用されている。大規模改修等は行わず、可能な限り
　　活用するものの、使用に支障が生じた場合には取壊し、プレハブの保管庫を設置する等の対応をとる。

91．公用車車庫については、平成31年(2019)に築後20年の大規模改造の時期となるが、定期的に屋根や外壁の塗装などの修繕を行い
　　ながら継続利用していく。
93．利用者の動向を見ながら、売場の拡張について具体的に検討していく。
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大規模改造

（20年目）

長寿命化改修

（40年目）

大規模改造

（60年目）
建替え

部位修繕

その他

③中・長期計画 （百万円）

要望･計画等:売場拡張

利用状況により取壊し、プレハブ保管庫設置

利用状況により取壊し、プレハブ保管庫設置

築後20年大規模改造

屋根・外壁等の部位修繕

築後40年の長寿命化改修

築後20年大規模改造

築後20年大規模改造時期

築後60年大規模改造

築後40年の長寿命化改修

劣化･利用状況により改築検討

取壊し

築後40年の長寿命化改修

劣化･利用状況により改築検討

屋根・外壁等の部位修繕

トイレ洋式化
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（億円）

（年度）

10年間 10年間

2.5億円/年

10年間

2.7億円/年

10年間

2.2億円/年3.5億円/年

対象建物 102棟 4.2万㎡

40年間の総額

108億円

40年間の平均

2.7億円/年

0.9倍

過去の

施設関連経費

3.1億円/年

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

施設整備費
（修繕維持費含む）

改築 長寿命化改修 大規模改造 部位修繕 縮減費
その他施設
関連費

維持修繕費
光熱水費
・委託費

従 来 型

中長期計画

直近５年

の実績

４ 今後の維持・更新コスト（中・長期計画） 

施設類型別の個別施設計画（中・長期計画）における、今後 40 年間の維持・更新コス

トは総額約 108億円（2.7億円/年）となり、従来の建替え中心の場合（図表 3-17）の 169

億円（4.2 億円/年）より総額 61 億円（1.5 億円/年）、約 36％の縮減となり、直近５年間

の投資的経費の 3.1億円/年よりの約 13％のコスト縮減になると試算されます。 

長寿命化型での試算（図表 4-5）総額 131億円より 23億円（18％）の減となります。 

要因としては、地区集会施設の長寿命化改修や改築を行わず、屋根・外壁等の部位修繕

を行い、使用期間を延長する計画にしたこと、利用者数が減少している施設（ゲートボー

ル場など）は改築時には廃止も含めて検討する計画としたことによるものと考えられます。

しかし、今後 10 年間は、長寿命化改修が集中すること、学校施設の建設に向けての動き

が活発になって来ることから、特に平準化を目指して計画的な実施が必要となります。 

◆図表 8-5 今後の維持・更新コスト（中・長期計画） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コスト算出条件（中・長期計画の事業費を集計） 

物価変動率、落札率は考慮しない。 

基 準 年 度：2018 年（試算期間：基準年の翌年度から 40 年間） 

改   築 ：更新周期＜改築、要調査 40 年＞ ＜長寿命 80 年＞ 

工事期間 2 年、実施年数より古い建物の改修を 10 年以内に実施 

大規模改造：実施年数 20 年周期 

（ただし、改築、長寿命化改修の前後 10 年間に重なる場合は実施しない） 

単 価 設 定：改築単価 学校施設 290,000 円／㎡ 

その他施設類型別に改築単価を南牧村実績より設定 

長寿命化改修は改築単価の 60％、大規模改造は改築単価の 25％に設定 

プ ー ル：小学校プールは、建屋と同時に改修等を行う、内壁塗装のみ 12 年周期。 

中学校プールは、大規模改修 12 年（25％）、長寿命化改修 25 年（60％）、 

改築 50 年（100％）として「その他施設関連費」に費用計上 
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５ 今後の方向性の検討結果について 

今後の方向性についても施設ごとに検討を行いましたが、それぞれに異なる目的と役割

を担っているため、現状では数量の大幅な削減は困難な状況にあります。 

現段階で、既に取壊したもの、取壊しの計画があるもの、長寿命化せずに廃止を検討し

ていくとされている建物は下表のとおりです。総合管理計画で掲げた縮減目標を達成でき

る数字となっています。 

今後、議会や住民の合意を得て、計画的に実行していくことが必要です。 

また、大規模改修や更新、新築については、総合計画や総合管理計画等と整合を図り、

中長期的な社会情勢とニーズを考慮して、統合や集約、減築等について検討を行い、さ

らにライフサイクルコストの縮減及び財政負担の平準化を目指していきます。 

◆図表 8-6 総合管理計画の縮減目標と取壊し等予定建物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集会施設 13 平沢転作促進施設 平沢転作促進施設 308.05 2018

21 板橋ゲートボール場 板橋ゲートボール場 573.00 2029

22 海尻ゲートボール場 海尻ゲートボール場 528.57 2028

23 海ノ口ゲートボール場 海ノ口ゲートボール場 517.50 2029

24 野辺山ゲートボール場 野辺山ゲートボール場 571.00 2030

25 平沢ゲートボール場 平沢ゲートボール場 527.26 2030

26 広瀬ゲートボール場 広瀬ゲートボール場 516.30 2028

67 ふれあい公園水車棟 ふれあい公園水車棟 7.00 2024

68 屋外ステージ等(ステージ) 屋外ステージ等(ステージ) 298.00 2032

59 旧役場 旧役場(集会所) 211.00 2019

60 旧役場 旧役場(宿直室(棟)) 26.00 2019

61 旧役場 旧役場(給食室(棟)) 19.00 2019

62 旧役場 旧役場(会議室(棟)) 132.00 2019

63 旧役場 旧役場(便所(棟)) 13.00 2019

64 旧役場 旧役場(倉庫1) 39.00 2019

65 旧役場 旧役場(倉庫2) 39.00 2019

78 教員住宅 教員住宅(住宅2) 57.98 2022

85 しし岩売店 しし岩売店 33.10 2018

合計 4,416.76

ｽﾎﾟｰﾂ施設

公園

その他

取壊し予定、及び廃止検討建物

中分類

総合管理計画の縮減目標

施設保有量を今後21年間（平成47年度（2035）まで）で10％削減を目指します。

（総延床面積ベースで約4,400㎡（平成26年度比）を削減）

予定年度建物名番号 対象施設
延床面積

(㎡)



72 

◆図表 8-7 公共施設配置図（今後の方向性検討後） 
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幼稚園・保育園・こども園

集会施設

文化施設

博物館

スポーツ施設

学校

公園

その他施設

幼児・児童施設

高齢福祉施設

障害福祉施設

医療施設

庁舎等

消防施設・その他行政施設

海ノ口

海尻

野辺山
広瀬

板橋

平沢
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第９章 継続的運用方針 

１ 情報基盤の整備と活用 

公共施設の点検・診断の結果は、今後の維持管理・更新の基礎資料となる重要な情報

であるため、記録・保存する必要があります。また、点検・診断後に修繕等を行った場

合の修繕履歴についても、同様に記録することで、効率的な維持管理を行うことが可能

となります。 

このため施設管理システムを活用して、施設の基本情報、改修・補修等の工事履歴や

劣化情報等の一元管理を行っていきます。 

また、固定資産台帳や複式簿記による財務書類との連携方法についても検討します。 

 

◆図表 9-1 施設管理の一元化（イメージ） 
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施設情報 維持管理
・更新計画

運営・管理

学校教育系施設

施設情報 維持管理
・更新計画

運営・管理

保健・福祉施設

施設情報 維持管理
・更新計画

運営・管理

行政系施設

運営・管理

運営・管理
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２ 財源の確保 

今後、限られた財源の中で実効性を高めるために、公共施設の運営面・活用面などの

見直しを行うなど総合的に検討します。 

また、本計画に位置付けられた事業が対象となる以下の「公共施設等適正管理推進

事業債」等を最大限に活用して実施します。 

① 集約化・複合化事業････延床面積の減少を伴う集約化・複合化事業 

② 長寿命化事業･･････････教育施設を含む耐用年数を延伸させる事業 

③ 転用事業･･････････････他用途への転用事業 

④ 立地適正化事業････････コンパクトシティの形成に向けた事業 

⑤ 市町村役場機能緊急保全事業･･･耐震化未実施市町村の本庁舎建替え事業等 

⑥ ユニバーサルデザイン化事業･･･ユニバーサルデザイン化のための事業 

⑦ 除却事業 

３ 推進体制等の整備 

総務課を中心に、公共施設マネジメントを行っていきますが、必要に応じて公共施設

整備検討委員会(仮称)を設立して、全庁的な体制を構築します。 

また、日常の施設管理の質を向上するため、専門業者による毎月の巡回点検や各種報

告書を活用して不具合箇所の早期把握と対応を図ります。 

４ フォローアップの実施方針 

「南牧村総合振興計画」の更新等に合わせ、本計画の進捗状況等についてＰＤＣＡ（計

画・実行・評価・改善）サイクルを活用するなどし、随時フォローアップを行います。 

なお、事業の進捗状況、劣化調査などの結果を反映しながら、定期的な見直しを実施

するとともに、国の制度変更や社会経済情勢の変化など、前提となる条件が大きく変わ

った時点で、適宜必要な見直しを行うものとします。 

◆図表 9-2 ＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）サイクル(イメージ) 

Ａｃｔｉｏｎ（改善）

個別施設計画の

見直し

Ｄｏ（実行）

中長期計画に基づく

対策の実施

Ｃｈｅｃｋ（評価）

実施された

対策の評価

Ｐｌａｎ（計画）

個別施設計画の

立案

継続的推進
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